
『
一
夜
碧
巌
』
第
三
則
訳
注

― 27 ―

『
一
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碧
巌
』
第
三
則
訳
注

土
屋　

太
祐

　

凡
例
は
「『
一
夜
碧
巌
』
第
一
則
訳
注
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
七
冊
、
二
〇
一
五
）
に
準
ず
る
。

『
一
夜
碧
巌
』
第
三
則
「
馬
祖
日
面
仏
月
面
仏
」

【
示
衆
】

　

示
衆
云
‥
青
天
白
日
，
不
可
指
東
劃
西
； 

時
節
因
縁
，
亦
乃
応
病
為
薬
。
且
道
放
行
即
是
？ 

把
住
即
是
？ 

試
挙
看
。

﹇
訓
読
﹈

　

示
衆
に
云
く
、
青
天
白
日
、
東
を
指
し
西
を
劃か
く

す
べ
か
ら
ず
。
時
節
因
縁
、
亦
た
乃す
な
わち
病
に
応
じ
て
薬
を
為あ
た

う
。
且し
ば
らく
道い

え
、
放
行
す

る
が
即
ち
是
か
、
把
住
す
る
が
即
ち
是
か
。
試
み
に
挙
し
看
ん
。
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﹇
日
訳
﹈

　

示
衆
に
言
う
、
青
天
白
日
の
ご
と
く
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
あ
れ
こ
れ
言
葉
を
重
ね
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
祖
師
の
公
案
も

ま
た
、
病
に
応
じ
た
対
処
療
法
で
し
か
な
い
。
さ
て
、
肯
定
で
行
く
の
が
よ
い
か
、
否
定
で
行
く
の
が
よ
い
か
。
そ
れ
で
は
提
起
し
て
み

よ
う
。

﹇
注
釈
﹈

○
こ
の
示
衆
は
、
張
本
で
第
四
則
冒
頭
に
付
せ
ら
れ
る
。

○
青
天
白
日
，
不
可
指
東
劃
西
＝
「
青
天
白
日
」
は
、
目
の
当
た
り
に
は
っ
き
り
存
在
し
て
い
る
も
の
の
喩
え
。「
指
東
劃
西
」
は
あ
れ

こ
れ
指
し
示
す
こ
と
。
張
本
に
は
「
不
可
更4

指
東
劃
西
」
と
す
る
。
真
理
は
そ
こ
に
包
み
隠
さ
ず
現
れ
出
て
い
る
。
こ
の
う
え
、
あ
れ
や

こ
れ
や
と
言
葉
の
次
元
で
説
明
を
加
え
て
は
い
け
な
い
。『
舒
州
龍
門
仏
眼
和
尚
普
説
語
録
』、「
祖
師
の
道
は
青
天
白
日
の
如
き
に
相
い

似
た
り
。
什な

麼ん

の
為
に
か
人
有
り
て
路
に
迷
う
。
久
立
。」（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
三
三
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
、
六
二
三
頁
）。『
大
慧

普
覚
禅
師
語
録
』
巻
一
七
「
礼
侍
者
断
七
請
普
説
」、「
此
の
事
は
青
天
白
日
の
如
く
し
て
、
元
よ
り
障
礙
無
き
も
、
却
っ
て
這こ
れ
ら些
の
雑
毒

に
障
却
せ
ら
れ
、
所ゆ

以え

に
法
に
於
い
て
自
在
を
得
ず
。」（
Ｔ
四
七
・
八
八
二
上
）。『
臨
済
録
』
示
衆
、「
一
般
の
好
悪
を
識
ら
ざ
る
禿
奴

有
り
て
、
即
ち
東
を
指
し
西
を
劃
し
、
好よ

き
晴
れ
、
好
き
雨
、
好
き
灯
籠
露
柱
と
い
う
。
你な
ん
じ看
よ
、
眉
毛
幾
茎
か
有
る
。」（
岩
波
文
庫
、

一
九
八
九
、
九
三
―
九
四
頁
）。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
八
・
南
泉
章
、「
師
、
方
丈
に
在
り
て
杉
山
と
火
に
向
か
う
次つ
い

で
、
師
云
く
、『
東
を

指
し
西
を
指
す
を
用
い
ず
、
直
下
に
本
分
事
も
て
道
い
来
れ
。』
杉
山
、
火
箸
を
挿
し
て
叉
手
し
て
立
つ
。
師
云
く
、『
是か
く

の
如
し
と
雖い
え
ど然

も
、
猶な

お
王
老
師
に
較た
が

う
こ
と
一
線
道
。』」（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
（
以
下
、
禅
文
研
本
）、
一
一
八
頁
上
―
下
。
入
矢
義
高
監
修
、
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景
徳
伝
灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録
』
三
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
、
一
二
一
―
一
二
二
頁
参
照
）。

○
時
節
因
縁
，
亦
乃
応
病
為
薬
＝
祖
師
の
悟
境
が
表
れ
た
公
案
も
、
対
処
療
法
の
方
便
で
し
か
な
い
。「
時
節
因
縁
」
は
仏
性
が
現
前
す

る
決
定
的
な
時
機
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
悟
境
が
表
れ
た
古
人
の
因
縁
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。「
亦
乃
応
病
為
薬
」
は
、
張
本
に
「
亦

須
応
病
与
薬
」
に
作
る
。「
為
」
も
「
あ
た
え
る
」。「
病
に
応
じ
て
薬
を
与
う
」
と
は
、
機
根
に
応
じ
て
方
便
説
法
す
る
こ
と
。
北
本
『
涅

槃
経
』
師
子
吼
菩
薩
品
、「
乳
中
に
酪ら
く

有
り
、
衆
生
の
仏
性
も
亦ま復
た
是か
く

の
如
し
。
仏
性
を
見
ん
と
欲
さ
ば
、
応ま

当さ

に
時
節
形
色
を
観
察

す
べ
し
。
是
の
故
に
、
我
の
『
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
』
と
説
け
る
は
、
実
に
虚
妄
な
ら
ざ
る
な
り
。」（
Ｔ
一
二
・
五
三
二
上
）。
以
下
は
「
時

節
因
縁
」
を
古
人
の
機
縁
と
す
る
例
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
二
・
薦
福
古
伝
、「
僧
曰
く
、『
何
等
の
語
句
・
時
節
因
縁
か
是
れ
玄
中
玄
。』

古
曰
く
、『
如た
と

え
ば
外
道
、
仏
に
問
う
…
…
此こ
れ

等ら

の
因
縁
、
方
便
門
中
に
以
て
玄
極
と
為
す
。」（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典

籍
叢
刊
』
第
五
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
三
七
頁
上
）。『
維
摩
詰
所
説
経
』
仏
国
品
、「
大
医
王
と
為
り
て
、
善
く
衆
病
を
療い

や
し
、

病
に
応
じ
て
薬
を
与あ
た

え
、
服
行
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
。」（
Ｔ
一
四
・
五
三
七
上
）。『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
二
〇
「
示
真
如
道
人
」、

「
如
上
の
所
説
は
、
乃
ち
一
期
の
応
病
与
薬
な
る
の
み
。
若
し
実
法
の
会
を
作
さ
ば
、
又
た
却
っ
て
不
是
な
り
。
古
人
云
く
、『
月
を
見
れ

ば
指
を
観
る
休な

か
れ
、
家
に
帰
れ
ば
程
み
ち
の
りを
問
う
を
罷や

め
よ
』
と
。」（
Ｔ
四
七
・
八
九
五
上
―
中
）。

○
放
行
即
是
？ 

把
住
即
是
＝
張
本
は
「
放
行
好
？ 

把
定4

好
？
」
に
作
る
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
。「
放
行
」
は
通
行
を
許
可
す
る
こ

と
。
そ
こ
か
ら
、
す
べ
て
を
肯
定
す
る
こ
と
、
個
物
が
そ
の
ま
ま
で
円
成
す
る
こ
と
を
認
め
る
立
場
。「
把
住
」「
把
定
」
は
し
っ
か
り
つ

か
ま
え
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら
、
究
極
的
絶
対
的
な
立
場
に
立
っ
て
一
切
を
否
定
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
上
文
を
承
け
、
懇
切
な
接
化
を
行
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
方
便
説
法
に
す
ぎ
ぬ
が
、
さ
り
と
て
、
絶
対
の
真
理
に
立
て
ば
、
い
か
な
る
方
便
を
施
す
余
地
も
な
く
な
る
、

さ
て
ど
う
し
た
も
の
か
、
と
問
い
か
け
る
。『
圜
悟
語
録
』
巻
八
、「
其
れ
把
定
す
る
や
、
乾
坤
色
を
失
い
、
日
月
光
無
く
、
尽
大
地
の
人
、
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喪
身
失
命
す
。
其
れ
放
行
す
る
や
、
巌
谷
光
を
生
じ
、
森
羅
顕
煥
し
、
長
に
随
い
短
に
随
い
、
有
に
随
い
無
に
随
い
、
処
処
皆み

な
真
に
し

て
頭
頭
に
露
現
す
。
且
く
道
え
、
把
住
す
る
が
好よ

き
か
、
放
行
す
る
が
好よ

き
か
。」（
Ｔ
四
七
・
七
五
一
上
）。

【
本
則
】【
著
語
】

挙
。
馬
大
師
不
安
。〔
這
漢
漏
逗
不
少
。
／
帯
累
別
人
去
也
。〕

院
主
問
‥
「
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
」〔
四
百
四
病
一
時
発
。
／
仁
義
道
中
。
／
三
日
後
不
送
亡
僧
是
好
手
。〕

大
師
云
‥
「
日
面
仏
，
月
面
仏
。」〔
可
煞
新
鮮
。
／
養
子
之
縁
。〕

﹇
訓
読
﹈

挙
す
。
馬
大
師
安
ら
か
な
ら
ず
。〔
這こ

の
漢
、
漏
逗
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
／
別
人
を
帯
累
し
去
れ
り
。〕

院
主
問
う
、「
和
尚
、
近
日
尊
位
如い
か
ん何
。」〔
四
百
四
病
、
一
時
に
発
す
。
／
仁
義
道
中
。
／
三
日
後
に
亡
僧
を
送
ら
ざ
れ
ば
是
れ
好
手
。〕

大
師
云
く
、「
日に
ち

面め
ん

仏ぶ
つ

、
月が
ち

面め
ん

仏ぶ
つ

。」〔
可は
な
は煞
だ
新
鮮
な
り
。
／
養
子
の
縁
。〕

﹇
日
訳
﹈

提
起
す
る
。
馬
祖
大
師
が
病
気
に
な
ら
れ
た
。〔
こ
の
オ
ヤ
ジ
、
な
ん
た
る
無
様
。
／
人
を
巻
き
添
え
に
し
よ
る
。〕

院
主
が
尋
ね
た
、「
和
尚
様
、
近
ご
ろ
、
お
加
減
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。」〔
あ
ら
ゆ
る
病
が
い
っ
ぺ
ん
に
出
た
。
／
浮
世
の
習
い
。
／
三

日
持
た
せ
ら
れ
れ
ば
立
派
な
も
の
だ
。〕
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馬
祖
大
師
い
わ
く
、「
日
面
仏
、
月
面
仏
。」〔
な
ん
と
も
き
れ
い
な
お
言
葉
で
。
／
老
婆
心
切
の
説
法
だ
。〕

﹇
注
釈
﹈【
本
則
】

○
こ
の
話
は
『
天
聖
広
灯
録
』
巻
八
・
馬
祖
章
に
よ
る
。『
祖
堂
集
』
巻
一
四
・
馬
祖
章
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は
遷
化
の
前
夜
の
出
来
事

と
す
る
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
、
六
一
七
頁
）。『
景
徳
伝
灯
録
』
に
は
録
さ
な
い
。「
不
安
」
は
四
大
不
調
。
病
気
に
な
る
こ
と
。『
天

聖
広
灯
録
』
巻
八
・
馬
祖
章
、「
師
、
貞
元
四
年
正
月
に
於
い
て
、
建
昌
石
門
山
に
登
り
、
林
中
に
お
い
て
経き
ん

行ひ
ん

し
、
洞
壑
平
坦
に
し
て
、

峰
巒
秀
抜
な
る
を
見
て
、
侍
者
に
謂
い
て
曰
く
、『
茲こ
こ

は
吉
祥
の
所
、
乃す
な
わち
吾
が
終
焉
の
地
な
り
。』
既
に
し
て
疾
を
示
す
。
院
主
問
う
、『
和

尚
、
近
日
尊
候
如い
か
ん何
。』
師
云
く
、『
日
面
仏
、
月
面
仏
。』
二
月
一
日
に
至
り
、
沐
浴
し
加
趺
し
て
化
す
。」（
柳
田
聖
山
主
編
『
禅
学
叢
書
』

之
五
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
、
四
〇
八
頁
上
―
下
）。

○
院
主
問
‥
「
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
」
＝
「
院い
ん

主じ
ゅ

」
は
寺
院
の
事
務
を
取
り
仕
切
る
役
職
。
監か
ん

寺す

、
監か
ん

院に
ん

と
も
い
わ
れ
る
。「
尊
位
」、『
雪

竇
頌
古
』
お
よ
び
下
段
本
則
評
唱
も
同
じ
。
張
本
、『
天
聖
広
灯
録
』
等
に
は
「
尊
候
」
と
す
る
。

○
日
面
仏
、
月
面
仏
＝
と
も
に
『
仏
名
経
』
に
出
る
。
日
面
仏
は
寿
命
一
千
八
百
歳
の
仏
、
月
面
仏
は
寿
命
一
日
一
夜
の
仏
と
さ
れ
る
。

菩
提
流
支
訳
『
仏
説
仏
名
経
』
巻
七
、「
彼
の
勝
声
世
尊
を
過
ぐ
れ
ば
、
復
た
仏
有
り
、
月
面
と
名
づ
く
。
彼
の
月
面
仏
、
寿
命
は
一
日

一
夜
た
り
。
月
面
世
尊
を
過
ぐ
れ
ば
、
復
た
仏
有
り
、
日
面
と
名
づ
く
。
彼
の
日
面
仏
、
寿
命
は
千
八
百
歳
を
満
足
す
。」（
Ｔ
一
四
・
一

五
四
上
）。
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﹇
注
釈
﹈【
著
語
】

○
這
漢
漏
逗
不
少
＝
馬
祖
が
病
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
、
す
で
に
第
二
義
に
落
ち
た
方
便
だ
と
揶
揄
す
る
。「
漏
逗
」
の
語
の
由
来
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
逗
」
に
も
口
語
の
用
法
と
し
て
「
漏
ら
す
」
意
が
あ
り
、
語
の
性
質
と
し
て
は
同
義
複
詞
と
見
て
よ
い
よ
う
で

あ
る
。
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』「
逗
（
四
）」
の
条
、「
逗
、
猶
お
透
の
ご
と
き
な
り
、
露
の
ご
と
き
な
り
。」（
中
華
書
局
、
一
九
五
五
、

二
一
七
頁
）。
宋
翔
「
趙
州
禅
師
与
『
十
二
時
歌
』」、『
名
作
欣
賞
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
、
一
〇
二
頁
参
照
。
こ
こ
か
ら
「
疎
漏
す
る
」「
な

お
ざ
り
に
す
る
」、
さ
ら
に
「
粗
雑
で
あ
る
」「
粗
忽
を
す
る
」「
手
抜
か
り
す
る
」
等
の
意
を
表
す
。
第
一
則
【
本
則
評
唱
四
】
で
は
「
秘

密
を
漏
ら
す
」、
第
二
則
【
頌
評
唱
二
】
で
は
「
真
理
の
消
息
を
漏
ら
す
」
と
解
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
不
適
当
で
あ
り
、
改
め
て
上
記
の

意
味
で
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
以
前
の
説
を
撤
回
し
訂
正
す
る
。
ま
た
第
一
則
訳
注
に
引
い
た
『
諸
録
俗
語
解
』
の
解
釈
も

成
立
し
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

祁
偉
「
趙
州
従
諗
『
十
二
時
歌
』
中
的
〝
漏
逗
〞」（『
新
国
学
』
第
一
一
巻
、
二
〇
一
五
）
は
、「
漏
逗
」
の
最
も
早
い
用
例
が
趙
州
「
十

二
時
歌
」
に
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
趙
州
録
』
巻
下
「
十
二
時
歌
」、「
鶏
鳴
丑う
し

、
愁
い
見
る
、
起
き
来
っ
て
還ま

た
漏
逗
た
る
を
。

裙く
ん

子す

褊へ
ん

衫さ
ん

は
箇ひ
と

つ
也も

無
く
、
袈
裟
の
形
相
の
み
些い
さ
さ些
か
有
り
。」（『
古
尊
宿
語
要
』
巻
一
、
柳
田
聖
山
主
編
『
禅
学
叢
書
』
之
一
、
中
文

出
版
社
、
一
九
七
三
、
五
四
頁
上
）。
祁
偉
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
漏
逗
」
は
禅
林
用
語
と
な
る
前
の
一
般
用
語
で
あ
り
、「
衰
敗
、
破
敗
、

窘
迫
、
狼
狽
」、
つ
ま
り
「
衰
え
果
て
た
、
困
り
果
て
た
」
等
の
意
味
で
あ
る
と
し
（
二
七
頁
）、
さ
ら
に
「
趙
州
の
後
、『
漏
逗
』
は
普

通
用
語
か
ら
固
有
の
禅
林
用
語
へ
と
発
展
し
、
し
ば
し
ば
『
漏
逗
し
了お

わ

れ
り
』
の
よ
う
に
使
っ
て
、『
す
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
す
る
』『
言

う
べ
き
で
な
い
こ
と
を
言
う
』
な
ど
の
意
を
表
し
て
、
仏
法
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
行
為
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
疎
忽
』『
疎
漏
』

あ
る
い
は
『
人
を
困
ら
せ
る
こ
と
を
す
る
』
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
」（
二
八
頁
）、「『
漏
逗
』
の
語
は
、
禅
籍
以
外
で
の
出
現
頻
度
は
決
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し
て
高
く
な
く
、
北
宋
末
お
よ
び
南
宋
の
文
人
の
別
集
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
漏
逗
』
が
禅
林
の
通
用
語
と
な
っ
た
後
に
、
文
人

集
団
に
影
響
を
与
え
た
結
果
と
思
わ
れ
る
」（
二
九
頁
）
と
す
る
。
い
ま
、「
漏
逗
」
の
個
別
的
な
用
例
に
関
す
る
解
釈
の
妥
当
性
に
つ
い

て
は
検
討
し
な
い
が
、
も
っ
と
も
古
い
趙
州
「
十
二
時
歌
」
の
用
例
が
一
般
用
語
と
し
て
の
用
法
を
示
し
、「
秘
密
を
漏
ら
す
」
等
の
意

味
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
の
語
が
ま
ず
禅
林
で
定
着
し
た
後
に
文
人
集
団
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
祁
偉
の

説
は
妥
当
と
考
え
る
。

　

禅
籍
に
お
い
て
、
こ
の
語
は
し
ば
し
ば
第
二
義
に
落
ち
る
こ
と
を
揶
揄
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。「
漏
逗
」
の
ま
と
ま
っ
た
使
用
が

確
認
さ
れ
る
最
も
早
い
作
品
群
の
一
つ
が
圜
悟
克
勤
の
語
録
、
評
唱
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
張
本
『
碧
巌
録
』

第
二
一
則
・
本
則
評
唱
、「
見
ず
や
、
巌
頭
道
く
、『
常
に
未
だ
開
口
す
る
已
前
を
貴た
っ
とば
ば
、
猶
お
些
子
に
較
え
り
』
と
。
古
人
の
機
は
た
ら
きを
露
あ
ら
わ

す
処
、
已す

是で

に
漏
逗
し
了
れ
り
。」（
Ｔ
四
七
・
一
六
二
上
）。
張
本
『
碧
巌
録
』
第
七
四
則
・
頌
評
唱
、「
古
人
道
く
、『
鑑
は
機
先
に
在
り
、

一ひ
と

捏ひ
ね
りを
消も
ち

い
ず
』
と
。
所ゆ

以え

に
衲
僧
家
は
尋
常
、
須す
べ
か是
ら
く
格か
く

外げ

に
向お

い
て
用
い
て
、
始
め
て
本
分
宗
師
と
称
す
る
を
得
。
只
だ
語
言
に

拠
ら
ば
、
未
だ
漏
逗
を
免
れ
ず
。」（
Ｔ
四
七
・
二
〇
二
中
）。『
圜
悟
語
録
』
巻
一
〇
、「
這
裏
に
到
り
て
は
、
徳
山
に
棒
有
り
て
、
仏
の

来
る
と
祖
の
来
る
と
を
論
ぜ
ず
、
一
例
に
行
遣
す
。
臨
済
に
喝
有
り
て
、
仏
の
来
る
と
祖
の
来
る
と
を
論
ぜ
ず
、
一
例
に
施
呈
す
。
若
し

棒
下
に
向お

い
て
見
ば
、
未
だ
瞞
肝マ
マ

た
る
を
免
れ
ず
。
若
し
喝
下
に
向
い
て
薦さ
と

ら
ば
、
更
に
是
れ
漏
逗
な
り
。」（
Ｔ
四
七
・
七
五
八
下
）。「
瞞

肝
」
は
「
瞞ま

ん

盰が
ん

」
の
誤
り
、「
顢ま
ん

頇が
ん

」
と
も
書
き
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。「
一
喝
さ
れ
て
や
っ
と
得
た
よ
う
な
悟
り
は
、
い

い
か
げ
ん
な
も
の
だ
。」
圜
悟
の
師
五
祖
法
演
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。『
法
演
禅
師
語
録
』
巻
上
、「
上
堂
し
て
云
く
、『
三
七
日

中
に
於
い
て
如
是
の
事
を
思
惟
す
。
釈
迦
老
子
、
半
夜
に
城
を
逾こ

え
、
直
に
雪
山
に
往ゆ

く
は
、
早つ
と

に
是
れ
漏
逗
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。

更
に
箇
の
什な

麼に

を
か
思
惟
せ
ん
。』
便
ち
下
座
す
。」（
Ｔ
四
七
・
六
五
〇
下
）。「
三
七
日
中
に
於
い
て
…
…
」
は
『
法
華
経
』
方
便
品
の
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語
で
、
梵
天
勧
請
の
故
事
に
お
い
て
仏
が
法
の
説
き
が
た
い
こ
と
を
思
惟
し
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
今
さ
ら
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
も
、

求
め
る
べ
き
仏
法
が
有
る
と
思
っ
て
出
家
し
た
時
点
で
、
す
で
に
手
抜
か
り
し
て
し
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
ま
た
後
代
の
例
で
あ
る

が
、
明
代
の
鎦
績
『
霏
雪
録
』
巻
下
、「
或
る
ひ
と
、
予
に
唐
宋
人
の
詩
の
別
を
問
う
。
余
、
之
に
答
え
て
曰
く
、『
唐
人
の
詩
は
純
、
宋

人
の
詩
は
駁
…
…
唐
詩
は
縝
密
、
宋
詩
は
漏
逗
。
…
…
』」（
四
庫
全
書
本
、
二
二
張
右
）。

○
帯
累
別
人
去
也
＝
太
田
辰
夫
「『
祖
堂
集
』
語
法
概
説
」
は
、「
去
」
は
結
果
・
実
現
の
語
気
を
表
し
、
し
ば
し
ば
「
也
」
と
連
用
し
て
、

お
お
よ
そ
「
結
果
（
未
来
）」「
完
了
」「
反
問
」
の
三
つ
の
意
味
を
表
す
と
す
る
（『
中
国
語
史
通
考
』、
白
帝
社
、
一
九
八
八
、
二
一
八

―
二
一
九
頁
）。
こ
こ
で
は
「
結
果
（
未
来
）」
に
相
当
す
る
。
他
人
を
巻
き
込
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
馬
祖
の
病
が
以
下
一
連
の
問

答
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
。『
上
蔡
語
録
』、「
温
公
初
め
起お

こ
り
し
時
、
伊
川
を
用
い
ん
と
欲
す
。
伊
川
曰
く
、『
人

を
帯
累
し
去
る
裏な
り

。
…
…
』」（
朱
傑
人
・
厳
佐
之
・
劉
永
翔
主
編
『
朱
子
全
書
外
編
』
第
三
冊
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
、

五
頁
。
呂
叔
湘
「
釈
景
徳
伝
灯
録
中
在
、
著
二
助
詞
」、『
呂
叔
湘
文
集
』
第
二
巻
、
商
務
印
書
館
、
一
九
九
〇
、
六
一
頁
参
照
）。

○
四
百
四
病
一
時
発
＝
「
四
百
四
病
」
は
あ
ら
ゆ
る
病
の
総
称
。
人
体
を
構
成
す
る
地
水
火
風
の
四
大
そ
れ
ぞ
れ
に
百
一
の
病
が
あ
る
と

さ
れ
る
。
こ
こ
で
病
を
発
し
た
主
体
は
、
馬
祖
と
も
院
主
と
も
理
解
し
う
る
。
馬
祖
を
指
す
と
す
る
と
、
圜
悟
が
馬
祖
の
立
場
に
成
り
代

わ
っ
て
、
病
が
極
め
て
複
雑
で
癒
し
が
た
い
と
答
え
た
も
の
。
院
主
を
指
す
と
す
れ
ば
、
馬
祖
の
病
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
院
主
の
方
が

あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
露
呈
さ
せ
た
、
と
解
釈
で
き
る
。
も
し
後
者
の
意
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、「
一
切
衆
生
病や

む
を
以
て
、
是
の
故
に
我

病や

む
。
若
し
一
切
衆
生
の
病や
ま
い滅
せ
ば
、
便
ち
我
が
病や
ま
い滅
す
」（
Ｔ
一
四
・
五
四
四
中
）
等
と
す
る
『
維
摩
経
』
文
殊
師
利
問
疾
品
の
内
容

を
踏
ま
え
る
か
。
こ
の
場
合
、
馬
祖
の
病
を
、
院
主
の
病
を
対
治
す
る
た
め
の
方
便
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
前
句
の
著
語
に
馬

祖
の
病
を
あ
る
種
の
方
便
、
あ
る
い
は
「
人
を
巻
き
添
え
に
す
る
」
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
と
も
対
応
す
る
。
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○
仁
義
道
中
＝
「
仁
義
の
道
に
お
い
て
」
の
意
。
世
俗
の
礼
儀
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。
院
主
の
質
問
は
型
通
り
の
挨
拶

を
し
て
い
る
だ
け
だ
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
・
潙
山
章
、「
師
、
浄
瓶
を
過わ
た

し
て
仰
山
に
与あ
た

う
。
仰
山
、
接う
け
とら
ん
と
擬ほ
っ

す
る
に
、
師
却か
え

っ

て
手
を
縮
め
て
云
く
、『
是
れ
什な

麼ん

ぞ
。』
仰
山
云
く
、『
和
尚
還は

た
箇
の
什な

麼に

を
か
見
る
。』
師
云
く
、『
若
し
恁
か
く
の

麼ご
と

く
ん
ば
、
何
ぞ
更
に

吾
に
就
き
て
覓
む
る
を
用
い
ん
。』
仰
山
云
く
、『
此か
く

の
如
し
と
雖い
え

然ど

も
、
仁
義
道
中
に
和
尚
の
与た
め

に
瓶
を
提も

ち
水
を
挈と

る
は
、
亦
た
是
れ

本
分
の
事
な
ら
ん
。』
師
乃す
な
わち
浄
瓶
を
過わ
た

し
て
仰
山
に
与
う
。」（
禅
文
研
本
、
一
三
五
頁
上
―
下
。
入
矢
監
修
『
景
徳
伝
灯
録
』
三
、
二

六
一
―
二
六
二
頁
参
照
）。『
法
昌
倚
遇
禅
師
語
録
』、「
哲
首
座
来
る
。
師
云
く
、『
山
深
く
路
遠
し
、
何
ぞ
訪
及
す
る
こ
と
を
煩わ
ず
らわ
せ
ん
。』

哲
云
く
、『
仁
義
道
中
に
て
は
、
分
外
為
ら
ず
。』」（
Ｚ
一
二
六
・
四
八
一
下
）。『
雲
門
広
録
』
巻
下
、「
師
因
み
に
喫
茶
し
了お

わ
り
て
云
く
、

『
什な
ん
ぴ
と

麼
人
か
盞
子
を
接う
け
とる
。』
僧
有
り
便
ち
接
る
。
師
云
く
、『
村
裏
の
老
翁
、
冬
至
を
拝
す
。』
対こ
た

う
る
無
し
。
代
り
て
云
く
、『
秖た

だ
仁

義
を
行
い
し
が
為
に
、
却か
え

っ
て
禍
わ
ざ
わ
いを
招
き
て
身
に
及
ぼ
す
。』」（
Ｔ
四
七
・
五
七
〇
中
）。

○
三
日
後
不
送
亡
僧
是
好
手
＝
三
日
後
に
馬
祖
が
ま
だ
死
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
院
主
は
や
り
手
だ
。
馬
祖
の
病
は
そ
れ
ほ
ど
重
い
。
こ
れ

も
ま
た
上
の
著
語
「
四
百
四
病
一
時
発
」
と
同
様
、
院
主
の
病
を
指
す
と
も
解
し
う
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
一
句
で
露
呈
し
た
院
主
の
病

を
三
日
以
内
に
治
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
馬
祖
は
大
し
た
や
り
手
だ
、
の
意
と
な
る
。

○
可
煞
新
鮮
＝
「
新
鮮
」
は
言
葉
の
新
奇
で
鮮
や
か
な
こ
と
を
形
容
す
る
。
馬
祖
の
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
い
う
、
一
見
、
難
解
に
見

え
る
言
葉
に
対
し
、
な
ん
と
も
手
の
込
ん
だ
華
美
な
言
葉
よ
と
か
ら
か
う
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
五
・
投
子
大
同
章
、「
師
、
衆
に
謂
い

て
曰
く
、『
汝
ら
諸
人
、這こ

裏こ

に
来
り
て
、新
鮮
の
語
句
、攢
華
の
四
六
を
覓
め
ん
と
擬ほ
っ

し
、口
裏
に
道
う
べ
き
も
の
有
ら
ん
こ
と
を
貴ほ
っ

す
。」

（
禅
文
研
本
、
二
九
一
頁
上
。
景
徳
伝
灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録
』
五
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
、
四
八
八
―
四
八
九
頁
参
照
）。

『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
一
・
清
化
山
師
訥
章
、「
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。』
師
曰
く
、『
可は
な
は殺
だ
新
鮮
な
り
。』」（
禅
文
研
本
、
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四
三
二
頁
上
）。

○
養
子
之
縁
＝
「
養
子
之
縁
」
は
子
を
養
う
手
だ
て
。
馬
祖
の
言
葉
は
方
便
の
立
場
か
ら
の
懇
切
な
ご
説
法
だ
。
芳
澤
勝
弘
「
岩
波
文
庫

版
『
碧
巌
録
』
箚
記
」、『
禅
学
研
究
』
第
七
六
号
、
一
九
九
八
、
一
一
六
―
一
一
八
頁
参
照
。

【
本
則
評
唱
】

　

馬
大
師
不
安
。
院
主
問
‥
「
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
」
大
師
云
‥
「
日
面
仏
，
月
面
仏
。」
祖
師
若
不
以
本
分
事
相
見
，
如
何
得
此
道

光
輝
！ 

這
个
公
案
，
若
知
落
処
，
便
可
舟
霄
独
歩
； 

若
不
知
落
処
，
往
往
枯
木
巌
前
蹉
路
去
在
。
若
不
是
本
分
人
，
到
這
裏
，
須
是
有

駆
耕
夫
之
牛
，
奪
飢
人
之
食
底
脚
手
，
方
見
馬
大
師
為
人
処
。

　

如
今
多
有
人
道
‥
「
馬
大
師
接
院
主
。」
且
勿
交
渉
。
如
今
衆
中
多
錯
会
，
努
眼
云
‥
「
在
這
裏
！ 

左
眼
、
右
眼
便
是
日
面
仏
、
月
面
仏
。」

有
甚
广
交
渉
？ 

驢
年
也
不
会
。
只
如
馬
大
師
如
此
道
，
意
在
什
广
処
？ 

有
這
‥
「
点
平
胃
散
一
貼
。」
有
什
广
交
渉
？ 

到
這
裏
，
作
广

生
得
平
穏
去
？ 

所
以
道
‥
「
向
上
一
路
千
聖
不
伝
，
学
者
労
形
如
猿
捉
影
。」

　

只
如
這
「
日
面
仏
，
月
面
仏
」，
極
是
難
見
。
雪
豆
到
此
亦
難
頌
。
却
為
它
見
得
透
，
用
尽
平
生
工
夫
，
直
下
去
注
他
。
諸
人
，
要
見

雪
豆
广
？ 

看
取
下
文
。

﹇
訓
読
﹈

　

馬
大
師
安
ら
か
な
ら
ず
。
院
主
問
う
、「
和
尚
、
近
日
尊
位
如い
か
ん何
。」
大
師
云
く
、「
日
面
仏
、
月
面
仏
。」
祖
師
、
若も

し
本
分
事
を
以
て

相
見
せ
ざ
れ
ば
、
如い
か
ん何
が
此
の
道
の
光
輝
す
る
こ
と
を
得
ん
。
這こ个
の
公
案
、
若
し
落
処
を
知
ら
ば
、
便
ち
丹
霄
を
独
歩
す
べ
し
。
若
し



『
一
夜
碧
巌
』
第
三
則
訳
注

― 37 ―

落
処
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
往
往
に
し
て
枯
木
巌
前
に
路
を
蹉た
が

え
去
る
な
り
。
若
し
是
れ
本
分
の
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
這こ

裏こ

に
到
り
て
は
、
須す
べ

是か

ら
く
耕
夫
の
牛
を
駆
り
、
飢
人
の
食
を
奪
う
底
の
脚
手
有
り
て
、
方は
じ

め
て
馬
大
師
の
為
人
の
処
を
見
ん
。

　

如い

今ま

多
く
人
有
り
て
道い
わ

く
、「
馬
大
師
は
院
主
を
接
す
」
と
。
且し
ば
らく
交
き
ょ
う

渉し
ょ
う

勿な

し
。
如い

今ま

、
衆
中
多
く
錯あ
や
まり
会え

し
、
努
眼
し
て
云
く
、

「
這こ

裏こ

に
在
り
。
左
眼
・
右
眼
は
便
ち
是
れ
日
面
仏
・
月
面
仏
な
り
」
と
。
甚な

麼ん

の
交
渉
か
有
ら
ん
。
驢
年
に
も
也
た
会え

せ
じ
。
馬
大
師

の
此か
く

の
如
く
道
う
が
只ご

如と

き
は
、
意
、
什い

麼ず

処く

に
か
在
る
。
有
る
這も
の

は
「
平
胃
散
一
貼
を
点
ぜ
よ
」
と
。
什な

麼ん

の
交
渉
か
有
ら
ん
。
這こ

裏こ

に
到
り
て
は
、
作い

麼か

生ん

が
平
穏
を
得
去
る
。
所
以
に
道
く
、「
向
上
の
一
路
は
千
聖
も
伝
え
ず
。
学
者
の
形か
ら
だを
労
す
る
こ
と
、
猿
の
影
を

捉
え
ん
と
す
る
が
如
し
」
と
。

　

這こ

の
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
の
只ご

如と

き
は
、
極き

是わ

め
て
見
難
し
。
雪
竇
も
此こ
こ

に
到
り
て
は
亦ま

た
頌
し
難
き
も
、
却
っ
て
它か
れ

見
得
透
せ
る

が
為
に
、
平
生
の
工
夫
を
用
い
尽
し
、
直
下
に
去
き
て
他こ
れ

に
注
す
。
諸
人
、
雪
竇
を
見
ん
と
要ほ
っ

す
や
。
下
文
を
看
取
せ
よ
。

﹇
日
訳
﹈

　

馬
大
師
が
病
気
に
な
ら
れ
た
。
そ
こ
で
院
主
が
尋
ね
る
、「
和
尚
様
、
近
ご
ろ
、
お
加
減
い
か
が
で
し
ょ
う
。」
大
師
い
わ
く
、「
日
面
仏
、

月
面
仏
。」
禅
門
の
祖
師
が
真
正
の
手
段
を
用
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
禅
の
道
を
輝
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
の
公
案
、
勘
ど
こ

ろ
が
分
か
れ
ば
、
天
空
を
独
歩
で
き
る
が
、
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
道
を
間
違
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
本
格
の
修
行
者
で
な
け
れ
ば
、

こ
こ
に
至
っ
て
は
、
農
夫
の
牛
を
追
い
払
い
、
飢
え
た
人
の
食
を
奪
い
取
る
ほ
ど
の
荒
療
治
を
施
し
て
、
は
じ
め
て
馬
大
師
の
教
え
が
分

か
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

近
頃
は
、「
こ
れ
は
馬
大
師
が
院
主
を
接
化
し
た
一
期
の
方
便
だ
」
な
ど
と
言
う
者
も
多
い
が
、
ま
あ
、
的
外
れ
だ
。
ま
た
、
今
ど
き
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の
大
衆
の
中
に
は
、
勘
違
い
を
し
て
、
目
を
見
張
ら
せ
て
は
、「
こ
こ
に
ご
ざ
い
ま
す
。
左
目
・
右
目
が
そ
れ
ぞ
れ
日
面
仏
・
月
面
仏
で
す
」

な
ど
と
言
う
手
合
い
も
多
い
。
一
体
、
何
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
こ
の
よ
う
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
分
か
る
ま
い
。
馬
大
師

が
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
の
心
は
、
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
あ
る
者
は
「
胃
薬
を
一
服
煎
じ
て
参
れ
」
な
ど
と
言
う
が
、
こ
れ

も
と
ん
ち
ん
か
ん
。
さ
て
、
ど
う
す
れ
ば
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
を
得
ら
れ
よ
う
。
だ
か
ら
言
う
の
だ
、「
ひ
と
つ
上
の
路
は
、
い
か
な
る
聖

人
も
伝
え
ら
れ
ぬ
。
修
行
者
の
骨
折
る
さ
ま
は
、
ま
る
で
猿
が
月
影
を
追
い
か
け
る
よ
う
」
と
。

　

こ
の
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
は
ま
こ
と
に
見
難
い
。
あ
の
雪
竇
和
尚
も
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
容
易
に
頌
を
付
け
ら
れ
ぬ
。
だ
が
、
そ
こ

は
徹
見
し
て
お
れ
ば
こ
そ
、
日
頃
の
修
行
の
成
果
を
出
し
尽
く
し
て
、
ず
ば
り
と
注
し
た
。
諸
君
、
雪
竇
和
尚
の
意
を
知
り
た
い
か
。
な

ら
ば
、
次
を
よ
く
見
る
が
よ
い
。

﹇
注
釈
﹈

○
祖
師
若
不
以
本
分
事
相
見
，
如
何
得
此
道
光
輝
＝
「
本
分
事
」
は
、
本
来
面
目
、
根
本
の
真
実
。
こ
こ
で
は
馬
祖
の
「
日
面
仏
、
月
面

仏
」
を
（
容
易
に
は
理
解
し
が
た
い
、
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
）
本
質
的
な
接
化
と
し
、
こ
の
よ
う
な
手
並
み
が
な
け
れ
ば
、
真
の
道
が
発

揮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
う
。

○
若
知
落
処
，
便
可
舟
霄
独
歩
＝
「
舟
」
は
「
丹
」
の
写
誤
、﹇
訓
読
﹈
以
下
で
改
め
る
。「
丹
霄
」
は
天
空
。
こ
こ
の
勘
所
が
分
か
れ
ば
、

一
人
天
空
を
行
く
が
ご
と
く
、
自
由
自
在
と
な
ろ
う
。『
圜
悟
語
録
』
巻
一
二
、「
若も

し
悟
得
せ
ば
、
以
て
丹
霄
に
独
步
す
べ
く
、
別
人
の

処
分
を
受
け
ず
。
若
し
未
だ
恁
か
く
の

麼ご
と

き
田
地
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
管か
な

取ら
ず

や
人
に
羅
籠
せ
ら
れ
ん
。」（
Ｔ
四
七
・
七
六
八
下
）。

○
枯
木
巌
前
蹉
路
去
在
＝
同
安
常
察
『
十
玄
談
』
の
最
後
の
一
首
「
正
位
前
」
の
一
句
、「
枯
木
巌
前
に
差
路
多
し
、
行
人
此こ
こ

に
到
ら
ば
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尽こ
と
ご
とく
蹉
跎
す
」（『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
九
、
禅
文
研
本
、
六
一
三
頁
上
）
に
よ
る
。
本
来
、「
枯
木
巌
」
は
「
正
位
」、
つ
ま
り
事
に
対
す

る
理
の
位
を
表
し
、
一
句
と
し
て
は
「
無
差
別
の
境
地
に
安
住
し
て
、
現
実
の
多
様
性
を
見
失
い
、
道
を
誤
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た

と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
文
で
は
、
そ
こ
ま
で
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
肝
心
な
と
こ
ろ
で
道
を
間
違
え
る
」
と
い
う
ほ

ど
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。『
十
玄
談
』
に
は
い
く
つ
か
の
異
本
が
あ
り
、
こ
の
詩
の
題
名
を
「
一
色
」、「
一
色
過
後
」
と
す
る
も
の
も

あ
る
。
黄
繹
勲
『
宋
代
禅
宗
辞
書
《
祖
庭
事
苑
》
之
研
究
』（
仏
光
文
化
事
業
有
限
公
司
、
二
〇
一
一
）
第
六
章
参
照
。

○
若
不
是
本
分
人
＝
張
本
に
「
若
是
本
分
人
」
と
す
る
。「
本
分
人
」
は
自
己
の
本
来
性
に
立
脚
し
て
生
き
る
人
。
真
正
の
禅
僧
。

○
駆
耕
夫
之
牛
，
奪
飢
人
之
食
底
脚
手
＝
学
人
が
拠
り
所
と
す
る
情
解
を
徹
底
的
に
断
ち
切
る
接
化
の
手
段
。『
法
演
禅
師
語
録
』
巻
下
、

「
上
堂
、
挙
す
。
古
人
道
く
、『
夫
れ
善
知
識
と
為
ら
ば
、
須す
べ
か是
ら
く
耕
夫
の
牛
を
駆
り
、
飢
人
の
食
を
奪
う
べ
し
。
耕
夫
の
牛
を
駆
り
て
、

他か
れ

を
し
て
苗
稼
滋
盛
な
ら
し
め
、
飢
人
の
食
を
奪
い
て
、
他
を
し
て
永と
こ
しえ
に
飢
虚
を
絶
た
し
め
ん
。』
…
…
既
に
其
の
牛
を
駆
る
に
、
什な

麼ん

の
為
に
か
却
っ
て
苗
稼
滋
盛
な
る
を
得
。
既
に
其
の
食
を
奪
う
に
、
什な

麼に

に
因よ

っ
て
か
永と
こ
しえ
に
飢
虚
を
絶
す
る
。
者こ

裏こ

に
到
り
て
は
、

須
是
ら
く
耕
夫
の
牛
を
駆
り
、
飢
人
の
食
を
奪
う
底
の
脚
手
有
る
べ
し
。
便
ち
与た
め

に
拶
一
拶
、
逼
一
逼
し
、
趕お

い
て
結
角
の
処
に
走
り
到

ら
し
め
て
、
便
ち
好
し
、
伊か
れ

に
向
い
て
『
福
は
重
ね
て
受
け
ず
、
禍
は
単
行
せ
ず
』
と
道
う
に
。」（
Ｔ
四
七
・
六
六
三
上
。
こ
こ
に
い
う

「
古
人
」
は
雪
竇
重
顕
の
法
嗣
、
天
衣
義
懐
。『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
五
・
義
懐
章
、
Ｚ
一
三
六
・
八
九
下
―
九
〇
上
参
照
）。『
圜
悟
心

要
』
巻
上
「
示
裕
書
記
」、「
直た

饒と

い
見
、
仏
と
斉
し
き
も
、
猶
お
仏
地
の
障さ
わ

り
有
り
。
是
の
故
に
従
上
来
、
棒
を
行
じ
喝
を
行
ず
。
一
機

一
境
、
一
言
一
句
、
意
は
鉤
頭
に
在
り
、
只
だ
独
脱
を
貴
び
、
切
に
依
草
附
木
を
忌
む
。
所い
わ
ゆ謂
る
耕
夫
の
牛
を
駆
り
、
飢
人
の
食
を
奪
う

な
り
。
若
し
是
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
尽
く
是
れ
泥
団
を
弄
ぶ
漢
。」（
Ｚ
一
二
〇
・
七
〇
三
下
）。

○
如
今
多
有
人
道
‥
「
馬
大
師
接
院
主
。」
且
勿
交
渉
＝
近
頃
は
こ
れ
を
、「
院
主
に
対
す
る
一
時
的
な
接
化
の
方
便
」
と
し
て
安
直
に
理
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解
す
る
者
が
多
い
が
、
誤
り
で
あ
る
。

○
如
今
衆
中
多
錯
会
，
努
眼
云
‥
「
在
這
裏
！ 

左
眼
、
右
眼
便
是
日
面
仏
、
月
面
仏
。」
＝
「
努
眼
」、
張
本
に
「
瞠
眼
」
に
作
る
。
こ

の
当
時
よ
く
見
ら
れ
た
「
作
用
即
性
」
的
理
解
の
一
種
。
第
一
則
【
本
則
評
唱
三
】
を
参
照
。
近
頃
の
修
行
者
の
中
に
は
間
違
っ
た
考
え

を
持
つ
も
の
が
多
く
、
目
を
見
開
い
て
は
、「
こ
こ
（
こ
の
目
の
中
）
に
（
仏
性
の
作
用
が
）
あ
る
。
左
右
の
目
が
そ
れ
ぞ
れ
日
面
仏
・

月
面
仏
だ
」
な
ど
と
言
う
。

○
有
這
‥
「
点
平
胃
散
一
貼
」
＝
「
有
這
」、
張
本
に
「
有
底
云
」
に
作
る
。「
這
」
は
「
者
」
の
誤
り
か
。
当
時
、「
者
箇
」
を
俗
に
「
這

箇
」
と
表
記
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
増
修
互
註
礼
部
韻
略
』
巻
三
・
馬
韻
・「
者
」
の
条
、「
凡
そ
此
箇
を
称
し
て
者
箇
と
曰
う
。

俗
に
多
く
這
字
を
用
う
。」（
四
庫
全
書
本
、
七
三
張
左
）。「
点
」
は
薬
を
煎
じ
る
こ
と
。「
平
胃
散
」
は
胃
薬
。「
一
貼
」
は
量
詞
で
一
服
。

張
本
は
「
一
盞
」
に
作
る
。「
馬
大
師
の
具
合
が
悪
い
ら
し
い
、
胃
薬
を
一
服
持
っ
て
来
て
や
れ
。」
こ
と
さ
ら
な
禅
的
理
解
を
排
し
た
、

ご
く
日
常
的
な
返
答
。
こ
の
日
常
的
な
営
為
こ
そ
禅
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
含
む
。
こ
の
当
時
流
行
し
て
い
た
無
事
禅
的
理
解
の
一
種

で
あ
ろ
う
。『
林
間
録
』
巻
上
、「
予
、
湘
山
雲
蓋
に
在
り
て
、
夜
、
地
炉
に
坐
し
、
帔
を
以
て
首こ
う
べを
蒙お
お

う
。
夜
久
し
く
し
て
、
僧
の
相
い

語
る
を
聞
く
に
、
曰
く
、『
今い
ま

、
四
方
皆み

な
臨
済
の
児
孫
は
平
実
禅
を
説
く
と
謗そ
し

る
。
例
に
随
い
て
虚
空
中
に
筋
斗
を
拋
ず
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。
悟
を
求
め
し
む
と
須い
え
ども
、
箇
の
什な

麼に

を
か
悟
る
。
古
人
悟
ら
ば
則
ち
土
を
握
り
て
金
と
成
す
。
今
人
の
悟
を
説
く
は
、
正
に
是
れ

鬼
を
見
る
。
彼
は
皆
な
狂
解
未い

ま

だ
歇つ

き
ず
。
何
の
日
に
か
家
に
到
り
去
ら
ん
。』
僧
曰
く
、『
只た
と
え如
ば
趙
州
に
問
う
、「
承き
く

聞な
ら

く
、
和
尚
親し
た

し
く
南
泉
に
見ま
み

ゆ
る
と
、
是
な
り
や
。」
答
え
て
曰
く
、「
鎮
州
に
大
蘿
蔔
頭
を
出い

だ
す
。」
此
の
意
、
如
何
。』
其
の
僧
笑
い
て
曰
く
、

『
多な

少ん

と
分
明
な
り
。
豈
に
独
り
臨
済
下
の
み
此こ
れ

を
用
い
て
人
を
接
せ
ん
や
。
趙
州
も
亦ま

た
老
婆
な
る
こ
と
是か
く

の
如
し
。』
予
戯た
わ
むれ
て
之
に

語
り
て
曰
く
、『
這こ

の
僧
、
問
端
未
だ
穏
や
か
な
ら
ず
。
何
ぞ
曰
わ
ざ
る
、「
如
何
な
る
か
是
れ
天
下
第
一
等
の
生さ
ん

菜さ
い

」
と
。
答
え
て
曰
く
、
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「
鎮
州
に
大
蘿
蔔
頭
を
出
だ
す
。」
平
実
に
し
て
更
に
分
明
な
り
。
彼
、
南
泉
に
見ま
み

ゆ
る
を
問
う
に
、
而
し
て
此
を
以
て
対こ
た

う
る
は
、
却
っ

て
虚
空
中
に
筋
斗
を
打
す
と
成
る
。』
聞
く
者
、
伝
え
て
以
て
笑
と
為
す
。」（
Ｚ
一
四
八
・
六
一
一
上
―
下
）。

○
向
上
一
路
千
聖
不
伝
，
学
者
労
形
如
猿
捉
影
＝
盤
山
宝
積
の
語
。
そ
の
一
つ
上
の
道
は
、
い
か
な
る
聖
人
も
伝
え
な
い
。
こ
の
本
分
の

境
地
は
伝
え
よ
う
が
な
い
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
七
・
盤
山
章
、「
若
し
即
心
即
仏
と
言
わ
ば
、
今こ
の

時と
き

、
未
だ
玄
微
に
入
ら
ず
。
若
し
非
心

非
仏
と
言
わ
ば
、
猶
お
是
れ
踪
あ
し
あ
とを
指
す
極
則
な
る
の
み
。
向
上
の
一
路
は
千
聖
も
伝
え
ず
。
学
者
の
形か
ら
だを
労
す
る
こ
と
、
猿
の
影
を
捉
え

ん
と
す
る
が
如
し
。」（
禅
文
研
本
、
一
〇
七
頁
上
。
入
矢
監
修
『
景
徳
伝
灯
録
』
三
、
三
五
―
三
九
頁
参
照
）。

【
頌
】【
著
語
】

日
面
仏
，
月
面
仏
。〔
開
口
見
胆
。
／
両
鏡
相
照
、
於
中
無
縁
。〕

五
帝
三
皇
是
何
物
？
〔
太
高
生
。
／
莫
謗
伊
好
。
／
可
貴
可
賤
。〕

二
十
年
来
曾
苦
辛
，〔
自
是
你
落
草
。
／
不
干
山
僧
事
。
／
唖
子
喫
苦
瓜
。〕

為
君
幾
下
蒼
龍
窟
。〔
何
消
恁
广
？
／
莫
錯
用
心
。
／
莫
道
無
奇
特
事
好
。〕

屈
，〔
愁
人
莫
向
愁
人
説
、
説
向
愁
人
愁
殺
人
。〕

堪
述
！
〔
向
阿
誰
説
？
〕

明
眼
衲
僧
莫
軽
忽
。〔
更
須
子
細
看
。
／
咄
。
／
且
退
後
。〕
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﹇
訓
読
﹈

日
面
仏
、
月
面
仏
。〔
口
を
開
か
ば
胆
見
ゆ
。
／
両
鏡
相
い
照
ら
し
、
中
に
於
い
て
縁
無
し
。〕

五
帝
三
皇
、
是
れ
何な

物ん

ぞ
。〔
太は
な
はだ
高た

生か

し
。
／
伊か
れ

を
謗そ
し

る
こ
と
莫な

く
ん
ば
好
し
。
／
貴
ぶ
べ
く
、
賤
し
む
べ
し
。〕

二
十
年
来
曾
て
苦
辛
し
、〔
自
お
の
ず
から
是
れ
你
落
草
す
。
／
山
僧
の
事
に
干あ
ず

か
ら
ず
。
／
唖
子
、
苦
瓜
を
喫く

ら
う
。〕

君
が
為
に
幾
た
び
か
下
る
蒼
龍
の
窟
。〔
何
ぞ
恁
か
く
の

麼ご
と

く
な
る
を
消も
ち

い
ん
。
／
錯あ
や
まり
て
心
を
用
う
る
こ
と
莫な

か
れ
。
／
奇
特
の
事
無
し
と
道い

う
こ
と
莫な

く
ん
ば
好
し
。〕

屈
、〔
愁
人
は
愁
人
に
向
い
て
説い

う
こ
と
莫
か
れ
、
愁
人
に
説い向
わ
ば
人
を
愁
殺
す
。〕

述
ぶ
る
に
堪
え
ん
や
。〔
阿た

誰れ

に
向
い
て
か
説い

う
。〕

明
眼
の
衲
僧
、
軽お
ろ

忽そ
か

に
す
る
こ
と
莫
か
れ
。〔
更
に
須
ら
く
子
細
に
看
る
べ
し
。
／
咄と
つ

。
／
且
く
退し
り
ぞ後
け
。〕

﹇
日
訳
﹈

日
面
仏
、
月
面
仏
。〔
こ
の
一
言
に
す
べ
て
が
丸
出
し
。
／
二
面
の
鏡
が
照
ら
し
合
い
、
間
に
は
何
も
映
ら
な
い
。〕

三
皇
五
帝
が
何
だ
と
い
う
の
だ
。〔
取
り
つ
く
島
も
な
い
。
／
悪
口
を
言
う
な
よ
。
／
高
貴
で
も
あ
り
、
卑
賤
で
も
あ
り
。〕

こ
れ
ま
で
二
十
年
も
の
あ
い
だ
苦
心
惨
憺
し
、〔
お
前
が
勝
手
に
落
ち
ぶ
れ
た
だ
け
。
／
わ
し
に
は
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
。
／
言
う
に

言
わ
れ
ぬ
苦
し
み
。〕

幾
度
も
こ
の
公
案
の
要
諦
を
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
の
だ
。〔
何
を
そ
こ
ま
で
す
る
こ
と
が
あ
る
。
／
思
い
違
い
す
る
な
。
／
こ
こ
に
何

事
も
な
い
と
思
わ
ぬ
が
よ
い
。〕
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く
や
し
い
！
〔
愁
え
る
者
は
愁
え
る
者
に
言
わ
ぬ
が
よ
い
、
い
た
く
愁
い
を
増
す
ば
か
り
ぞ
。〕

言
葉
に
な
ら
ぬ
。〔
誰
に
言
う
つ
も
り
か
。〕

ま
な
こ
あ
る
禅
者
よ
、
こ
こ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。〔
ま
だ
ま
だ
注
意
深
く
見
て
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
／
こ
ら
！
／
ま
ず
は

一
歩
下
が
っ
て
足
元
を
見
よ
。〕

﹇
注
釈
﹈【
頌
】

○
五
帝
三
皇
是
何
物
＝
評
唱
に
も
見
え
る
通
り
、
禅
月
貫
休
の
詩
に
も
と
づ
く
。
貫
休
の
詩
で
は
「
無
知
の
た
め
に
三
皇
五
帝
が
何
者
で

あ
る
か
も
知
ら
な
い
」
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
三
皇
五
帝
す
ら
眼
中
に
置
か
な
い
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。【
頌
評
唱
】
参
照
。

こ
れ
ま
で
、「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
、
探
求
を
続
け
て
き
た
が
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
誤
り
で
あ
っ
た
。

い
ま
や
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
も
、
三
皇
五
帝
も
重
ん
じ
る
こ
と
は
な
い
。
三
皇
五
帝
は
、
古
代
中
国
の
伝
説
上
の
帝
王
。
具
体
的
に
誰

を
指
す
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。「
何
物
」
は
二
字
で
「
な
に
」
の
意
。

○
為
君
幾
下
蒼
龍
窟
＝
入
矢
義
高
・
梶
谷
宗
忍
・
柳
田
聖
山
『
雪
竇
頌
古
』（『
禅
の
語
録
』
一
五
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
）
が
「
君
は
、

馬
祖
を
指
す
」
と
す
る
の
に
従
う
（
二
〇
頁
）。
こ
の
「
馬
祖
日
面
仏
月
面
仏
」
の
公
案
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
幾
度
も
龍
の
住
む
ね

ぐ
ら
に
潜
っ
て
は
、
究
極
の
真
理
と
い
う
宝
珠
を
採
ろ
う
と
し
た
。
雪
竇
が
馬
祖
の
言
葉
を
解
釈
す
る
た
め
、
試
行
錯
誤
し
た
こ
と
を
言

う
。
海
中
の
龍
王
が
宝
珠
を
持
つ
と
す
る
伝
説
や
比
喩
は
仏
典
中
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
入
矢
ほ
か
『
雪
竇
頌
古
』
で
は
、
仏
典
中
の

故
事
と
し
て
『
大
智
度
論
』
巻
一
二
に
見
え
る
能
施
太
子
の
物
語
を
指
摘
す
る
。
類
似
の
も
の
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、『
生
経
』
巻
一
「
仏

説
堕
珠
著
海
中
経
」（
Ｔ
三
・
七
五
中
―
七
六
上
）、『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
巻
四
・
悪
友
品
（
Ｔ
三
・
一
四
二
中
―
一
四
八
下
）
な
ど
を
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挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
如
来
の
智
慧
の
喩
え
と
し
て
、
六
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
三
五
に
「
娑
伽
龍
王
の
如
き
は
、
四
妙
宝
珠
有

り
。
密
か
に
深
宝
蔵
に
置
き
て
、
衆
生
は
見
る
能
う
無
し
。
端
厳
に
し
て
方
正
、
常
に
大
海
に
住
す
。
此
の
四
摩
尼
に
因
り
て
、
一
切
宝

を
生
出
す
」
と
あ
る
（
Ｔ
九
・
六
二
四
中
）。
中
国
の
古
典
と
し
て
は
、『
荘
子
』
列
禦
寇
篇
に
驪
龍
の
頷
下
に
宝
珠
が
あ
る
と
す
る
伝
説

が
み
ら
れ
、
し
ば
し
ば
至
高
の
法
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
荘
子
』
列
禦
寇
、「
夫
れ
千
金
の
珠
は
、
必
ず
九
重
の
淵
に
し
て
驪
龍

の
頷
下
に
在
り
、
…
…
」（『
荘
子
集
釈
』、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
、
一
〇
六
一
頁
）。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
八
・
大
普
玄
通
章
、「
僧
問

う
、『
驪
龍
頷
下
の
珠
は
如
何
が
取
得
す
る
。』
師
乃
ち
拊
掌
瞬
視
す
。」（
禅
文
研
本
、
三
六
〇
頁
下
）。
入
矢
ほ
か
『
雪
竇
頌
古
』
は
、『
大

智
度
論
』
と
『
荘
子
』
の
故
事
を
結
び
あ
わ
せ
、「
中
国
古
来
の
東
方
青
竜
の
説
に
擬
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

○
屈
、
堪
述
＝
「
屈
」
は
、
不
当
な
目
に
あ
っ
て
、
悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
。「
堪
述
」
は
反
語
で
「
語
る
こ
と
が
出
来
な
い
」。
こ
れ

ま
で
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
の
真
意
を
探
る
な
ど
と
い
う
、
や
ら
な
く
と
も
よ
い
こ
と
を
さ
ん
ざ
ん
や
っ
た
悔
し
さ
は
、
何
と
も
言
葉
に

で
き
な
い
。

﹇
注
釈
﹈【
著
語
】

○
開
口
見
胆
＝
口
を
開
け
ば
胆
が
見
え
る
。話
が
単
刀
直
入
で
包
み
隠
す
と
こ
ろ
が
な
い
。雪
竇
の
頌
の
第
一
句「
日
面
仏
、月
面
仏
」は
、

本
則
の
勘
所
を
ず
ば
り
と
示
し
て
い
る
。『
大
慧
語
録
』
巻
二
二
「
示
永
寧
郡
夫
人
」、「
妙
喜
、
従
来
よ
り
実
法
の
人
に
与
う
る
無
し
。

直た

是だ

ち
に
款
に
拠
っ
て
案
を
結
び
、
平
生
悟
得
す
る
底
を
将も

っ
て
、
口
を
開
か
ば
胆
を
見
、
明
白
に
直
に
人
に
説と与
く
。」（
Ｔ
四
七
・
九

　

〇
三
下
―
九
〇
四
上
）。
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
、「
我
が
遮
裏
は
是
れ
海は
ま

蚌ぐ
り

禅
、
口
を
開
か
ば
便
ち
心
肝
五
臓
を
見
、
差
（
羞
の
誤
）

珍
異
宝
は
都み

な
面
前
に
在
り
。」（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
一
三
〇
頁
下
。
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唐
代
語
録
研
究
班
「『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
下
末
示
衆
訳
注
」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
四
、
一
〇
六
―
一
一
〇
頁
参
照
）。

○
両
鏡
相
照
、
於
中
無
縁
＝
張
本
で
は
「
如
両
面
鏡
相
照
、
於
中
無
影
像
」
と
す
る
。
二
つ
の
鏡
が
相
対
し
て
、
そ
の
間
に
何
の
像
も
現

れ
な
い
よ
う
に
、
両
者
が
通
じ
合
っ
て
い
る
。
日
面
仏
、
月
面
仏
が
相
対
し
、
本
分
事
が
全
現
し
て
い
る
。
も
し
く
は
、「
日
面
仏
、
月

面
仏
」
の
句
を
通
じ
て
馬
祖
と
雪
竇
が
通
じ
合
っ
て
い
る
、
と
も
解
し
う
る
。
雪
竇
は
馬
祖
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
頌
に
使
っ
た
が
、
そ
れ

は
馬
祖
と
同
じ
境
界
に
立
ち
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
し
て
い
る
の
だ
。「
縁
」
は
「
像
」
の
誤
り
か
。『
一
夜
碧
巌
』
第
二
四
則
・

本
則
評
唱
、「
這こ

の
老
漢
、
它か
れ

を
会
し
、
糸し

来ら
い

線せ
ん

去こ

、
一
放
一
收
、
互た

相が

い
に
酬
唱
す
。
両
鏡
相
照
ら
し
て
、
影
象
の
観
る
べ
き
無
き
が

如
し
。
機
機
相
副か
な

い
、
句
句
相
投
ず
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
一
五
頁
）。『
圜
悟
心
要
』
巻
上
「
示
普
賢
文
長
老
」、「
仏
祖
は
以
心
伝
心

す
。
蓋
し
彼
彼
頴
悟
透
脱
し
両
鏡
相
照
ら
す
が
如
く
、
言
象
の
拘と

ら
う
る
所
に
あ
ら
ず
、
高
く
格
量
を
超
え
、
箭
鋒
相
拄さ
さ

え
、
初
め
よ
り

異
縁
無
し
。」（
Ｚ
一
二
〇
・
七
〇
九
上
）。
語
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
四
・
潙
山
章
に
基
づ
く
（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典

籍
叢
刊
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
、
八
六
頁
下
）。

○
太
高
生
＝
雪
竇
の
こ
の
一
句
は
あ
ま
り
に
人
を
寄
せ
付
け
な
い
。
三
皇
五
帝
と
い
う
価
値
を
否
定
す
る
態
度
を
、
空
無
に
徹
し
た
、
あ

ま
り
に
高
踏
的
な
も
の
と
評
す
る
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
・
青
原
章
、「（
石
頭
希
）
遷
、
彼か
し
こに
至
り
て
未
だ
書
を
呈
せ
ざ
る
に
、
便
ち

問
う
、『
諸
聖
を
慕
わ
ず
、
己
霊
を
重
ん
ぜ
ざ
る
時
、
如
何
。』
讓
曰
く
、『
子な
ん
じの
問
は
太は
な
はだ
高た

生か

し
。
何
ぞ
向
下
に
問
わ
ざ
る
。』」（
禅
文

研
本
、
七
六
頁
上
）。『
圜
悟
語
録
』
巻
四
、「
一
向
に
孤
峰
に
て
独ひ

と

り
宿と
ど

ま
り
、
雲
霄
を
目
視
す
る
は
、
宗
風
を
埋
没
せ
ず
と
雖い
え
ど則
も
、

乃す
な
わち
太は
な
はだ
高た

生か

き
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
一
向
に
十
字
路
口
に
て
土
面
灰
頭
、
物
を
利
し
機
に
応
ず
る
は
、
自
己
を
埋
沒
す
と
雖
則
も
、
乃

ち
太
だ
屈
辱
生
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。」（
Ｔ
四
七
・
七
二
九
上
）。

○
莫
謗
伊
好
＝
「
謗
伊
」、
張
本
に
「
謾
他
」
に
作
る
。「
伊
」
は
「
五
帝
三
皇
」
を
指
す
。
三
皇
五
帝
を
馬
鹿
に
す
る
も
の
で
は
な
い
ぞ
。
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こ
の
一
句
の
た
め
に
『
雪
竇
録
』
の
入
蔵
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
軽
い
揶
揄
。
あ
る
い
は
「
伊
」
は
雪
竇
を
指
す
か
。

そ
の
場
合
、「
雪
竇
の
意
を
曲
解
し
て
は
い
け
な
い
。『
五
帝
三
皇
是
何
物
』
の
一
句
を
、
文
字
通
り
三
皇
五
帝
を
馬
鹿
に
し
た
も
の
と
と
っ

て
は
い
け
な
い
ぞ
」
の
意
と
解
し
う
る
。『
宗
門
統
要
集
』
巻
五
・
光
孝
慧
覚
章
、「
師
云
く
、『
先
師
実
に
此
の
語
無
し
、
和
尚
、
先
師

を
謗
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。』」（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
一
巻
、
九
五
頁
上
）。

○
可
貴
可
賤
＝
頌
の
「
五
帝
三
皇
、
是
れ
何
物
ぞ
」
の
一
句
に
答
え
る
形
で
、
三
皇
五
帝
は
高
貴
で
あ
る
と
し
て
も
よ
く
、
卑
賤
で
あ
る

と
し
て
も
よ
い
、
と
す
る
。
三
皇
五
帝
は
仮
に
現
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
に
定
ま
っ
た
価
値
は
な
い
。『
保
寧
仁
勇
禅
師
語
録
』、「
上

堂
す
。
杖
を
拈
じ
て
云
く
、『
此こ
れ

は
是
れ
雲
門
・
臨
済
・
徳
山
・
巌
頭
、
一
生
用
い
尽
く
さ
ざ
る
底
な
る
も
、
如
今
、
保
寧
の
手
裏
に
在

り
て
は
半
分
銭
に
直あ

た
ら
ず
。
是か
く

の
如
し
と
雖い
え
ど然
も
、
又ま也
た
貴
ぶ
べ
く
賤
し
む
べ
し
。
且
く
道
え
、
什い
ず
く処
か
是
れ
貴
ぶ
べ
く
賤
し
む
べ

き
。』
杖
を
擲な
げ
うち
、
下あ

座ざ

す
。」（
Ｚ
一
二
〇
・
三
六
〇
上
）。

○
自
是
你
落
草
＝
も
と
も
と
雪
竇
自
身
が
勝
手
に
落
ち
ぶ
れ
て
い
た
だ
け
だ
。「
落
草
」
は
一
般
に
山
賊
や
盗
賊
に
身
を
落
と
す
こ
と
を

言
い
、
禅
籍
で
は
し
ば
し
ば
第
二
義
に
落
ち
る
こ
と
を
表
す
。
こ
こ
で
は
雪
竇
が
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
い
う
語
の
詮
索
に
憂
き
身
を

や
つ
し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。『
圜
悟
心
要
』
巻
上
「
示
華
蔵
明
首
座
」、「
達
磨
、
梁
に
游
び
て
魏
に
入
り
、
落
草
し
て
人
を
尋
ね
、
少

林
に
向お

い
て
冷
坐
す
る
こ
と
九
年
、
深
雪
の
中
に
一
箇
を
覓
め
得
た
り
。」（
Ｚ
一
二
〇
・
六
九
八
上
）。

○
不
干
山
僧
事
＝
私
に
は
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
だ
。
上
の
著
語
と
同
趣
旨
で
、
雪
竇
が
自
ら
や
っ
て
い
た
こ
と
だ
と
突
き
放
す
。

○
唖
子
喫
苦
瓜
＝
唖
が
苦
瓜
を
食
べ
る
。
歇
後
語
で
、「
苦
く
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
」「
苦
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の

意
。
雪
竇
は
二
十
年
間
無
駄
な
苦
労
を
し
た
が
、
そ
れ
を
訴
え
る
あ
て
も
な
い
。

○
何
消
恁
广
＝
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
が
有
ろ
う
か
。
馬
祖
の
真
意
を
探
る
こ
と
な
ど
、
余
計
な
こ
と
な
の
だ
。
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○
莫
錯
用
心
＝
間
違
っ
た
考
え
方
は
す
る
な
。
雪
竇
が
馬
祖
の
意
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
し
て
、
そ
も
そ
も
考
え
方
が
間
違
っ

て
い
る
と
言
う
。
あ
る
い
は
、
次
の
著
語
と
同
趣
旨
と
と
れ
ば
、
聴
衆
に
対
し
「
そ
こ
に
重
要
な
も
の
は
何
も
な
い
」
と
思
っ
て
は
い
け

な
い
ぞ
、
と
注
意
を
促
し
た
も
の
。

○
莫
道
無
奇
特
事
好
＝
馬
祖
の
真
意
を
理
解
し
よ
う
と
、
何
度
も
解
釈
を
試
み
た
が
、
結
局
何
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ

に
大
切
な
も
の
は
何
も
な
い
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。

○
愁
人
莫
向
愁
人
説
、
説
向
愁
人
愁
殺
人
＝
愁
い
あ
る
人
が
同
じ
よ
う
に
愁
い
あ
る
人
に
訴
え
て
は
い
け
な
い
。
訴
え
た
と
こ
ろ
で
愁
い

を
増
す
ば
か
り
だ
。
多
く
の
人
が
雪
竇
と
同
じ
よ
う
に
馬
祖
の
真
意
を
探
り
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
に
言
っ
た
と

こ
ろ
で
、
詮
な
い
こ
と
だ
。
下
の
【
頌
評
唱
】
に
「
多あ
ま
た少
の
人
、
蒼
龍
の
窟
に
向お

い
て
活
計
を
作
す
」
と
言
う
の
を
参
照
。『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
二
四
・
広
徳
周
章
、「
僧
問
う
、『
承
う
け
た
ま
わる
に
教
に
言
え
る
有
り
、「
阿
逸
多
は
煩
悩
を
断
ぜ
ず
、
禅
定
を
修
せ
ず
。
仏
は
、
此
の
人
成
仏

す
る
こ
と
疑
い
無
し
と
記
す
」
と
。
此
の
理
如い
か
ん何
。』
師
曰
く
、『
塩
又
た
尽
き
、
炭
又
た
無
し
。』
曰
く
、『
塩
尽
き
炭
無
き
時
如
何
。』

師
曰
く
、『
愁
人
、
愁
人
に
向
い
て
道
う
こ
と
莫
か
れ
。
愁
人
に
向い道
わ
ば
人
を
愁
殺
す
。』」（
禅
文
研
本
、
四
九
九
頁
上
）。

○
向
阿
誰
説
＝
い
っ
た
い
誰
に
言
う
の
か
。
頌
に
「
述
ぶ
る
に
堪
え
ん
や
」、
つ
ま
り
、
こ
の
悔
し
さ
は
言
葉
に
で
き
な
い
と
い
う
の
に

対
し
、
言
え
た
と
こ
ろ
で
い
っ
た
い
誰
に
言
う
つ
も
り
か
と
ま
ぜ
か
え
す
。

○
更
須
子
細
看
＝
し
っ
か
り
と
自
ら
の
眼
で
見
て
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
【
頌
評
唱
】
の
末
尾
に
「
須
是
ら
く
子
細
に
し
て
始
め
て
得よ

し
」
と
言
う
の
を
参
照
。

○
咄
＝
「
軽お
ろ

忽そ
か

に
す
る
こ
と
莫
か
れ
」
と
い
う
雪
竇
の
語
を
承
け
、
学
僧
の
自
覚
を
促
す
。

○
且
退
後
＝
ま
ず
は
一
歩
下
が
っ
て
、
わ
が
身
に
即
し
て
見
て
と
れ
。
下
の
【
頌
評
唱
】「
須
是
自
家
退
歩
看
、
方
始
見
得
它
落
処
」
の
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注
釈
を
参
照
。

【
頌
評
唱
】

　

頌
‥
「
日
面
仏
，
月
面
仏
。
五
帝
三
皇
是
何
物
？
」
神
宗
在
位
時
，
因
此
一
頌
，
所
以
不
入
蔵
。
雪
豆
先
拈
‥
「
日
面
仏
，
月
面
仏
」，

一
時
拈
了
，
却
云
‥
「
五
帝
三
皇
是
何
物
」，
且
道
它
意
作
广
生
？ 

適
来
説
了
，
也
直
下
注
它
。
所
以
道
‥
「
垂
鉤
四
海
只
釣
鯤
鯨
，
格

外
高
談
為
尋
知
識
。」
只
此
一
句
已
了
。

　

後
面
雪
豆
自
叙
他
平
生
用
心
参
禅
処
‥
「
二
十
年
来
曾
苦
辛
，
為
君
幾
下
蒼
龍
窟
。」
似
个
什
广
？ 

一
似
个
入
蒼
龍
窟
裏
尋
珠
相
似
。

後
来
打
破
漆
桶
，
将
謂
有
什
广
奇
特
，
元
来
只
消
个
「
五
帝
三
皇
是
何
物
」。
且
道
雪
豆
語
話
在
什
广
処
？ 

須
是
自
家
退
歩
看
，
方
始
見

得
它
落
処
。
引
興
陽
問
答
三
皇
五
帝
因
縁
了
，
云
‥ 

人
多
不
見
雪
豆
意
，
只
管
道
諷
国
。
若
恁
广
会
，
只
是
情
見
。
此
乃
禅
月
題
《
公

子
行
》
詩
，
云
‥
「
錦
衣
仙
花
手
擎
鶻
，
閑
行
気
貌
多
軽
忽
。
稼
穡
艱
難
惣
不
知
，
五
帝
三
皇
是
何
物
？
」

　

雪
豆
道
‥
「
屈
，
堪
述
。
明
眼
衲
僧
莫
軽
忽
。」
多
少
人
向
蒼
龍
窟
作
活
計
。
直
饒
頂
門
具
眼
，
肘
下
有
符
明
眼
衲
僧
，
点
破
天
下
衲
僧
，

到
這
裏
也
莫
軽
忽
。
須
是
子
細
始
得
。

﹇
訓
読
﹈

　

頌
、「
日
面
仏
、
月
面
仏
。
五
帝
三
皇
是
れ
何な

物ん

ぞ
。」
神
宗
位
に
在
り
し
時
、
此
の
一
頌
に
因
り
て
、
所ゆ

以え

に
蔵
に
入
れ
ず
。
雪
竇
先

ず
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
拈
じ
、
一
時
に
拈
じ
了お
わ

れ
る
に
、
却
っ
て
云
く
、「
五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
」
と
。
且
く
道
え
、
它そ

の
意
、

作い

麼か

生ん

。
適さ
き

来ほ
ど

説
き
了
れ
る
に
、
也ま

た
直
下
に
它そ
れ

に
注
す
。
所
以
に
道
く
、「
四
海
に
鉤
を
垂
る
る
は
只
だ
鯤
鯨
を
釣
ら
ん
と
す
。
格
外
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の
高
談
は
知
識
を
尋
ね
ん
が
為
な
り
」
と
。
只
だ
此
の
一
句
も
て
已お

了わ

れ
り
。

　

後の

面ち

に
雪
竇
、
他か
れ

の
平
生
心
を
用
い
て
参
禅
す
る
処
を
自
ら
叙
す
。「
二
十
年
来
曾
て
苦
辛
し
、
君
の
為
に
幾
い
く
た
びか
下
る
蒼
龍
の
窟
。」
个

の
什な

麼に

に
か
似
る
。
一
に
个
の
蒼
龍
窟
裏
に
入
り
て
珠
を
尋
ぬ
る
が
似ご
と

き
に
相
い
似
た
り
。
後の

来ち

に
漆
桶
を
打
破
す
れ
ば
、
什な

麼ん

の
奇
特

か
有
ら
ん
と
将お

謂も

い
し
に
、
元も
と

来よ
り

只
だ
个
の
「
五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
」
を
消も
ち

う
る
の
み
。
且
く
道
え
、
雪
竇
の
語
話
、
什い

麼ず

処く

に
か
在

る
。
須す

是べ

ら
く
自み
ず
か家
ら
退
歩
し
て
看
て
、
方は

始じ

め
て
它
の
落
処
を
見
得
せ
ん
。
興
陽
問
答
・
三
皇
五
帝
の
因
縁
を
引
き
了
り
て
、
云
く
、

人
多
く
雪
竇
の
意
を
見
ず
し
て
、
只ひ
た

管す
ら

に
道
く
、
国
を
諷
す
と
。
若
し
恁
か
く
の

麼ご
と

く
会
せ
ば
、
只
だ
是
れ
情
見
な
る
の
み
。
此
れ
乃
ち
禅
月
の

題
す
る
「
公
子
行
」
詩
な
り
。
云
く
、「
錦
衣
仙は
な

花や
か

に
し
て
手
に
鶻
は
や
ぶ
さを
擎さ
さ

げ
、
閑
行
す
る
気
貌
に
軽
忽
多
し
。
稼
穡
の
艱
難
惣す
べ

て
知
ら
ず
、

五
帝
三
皇
は
是
れ
何
物
ぞ
。」

　

雪
竇
道
く
、「
屈
。
述
ぶ
る
に
堪
え
ん
や
。
明
眼
の
衲
僧
、
軽お
ろ

忽そ
か

に
す
る
こ
と
莫
か
れ
。」
多あ
ま
た少
の
人
、
蒼
龍
の
窟
に
向お

い
て
活
計
を
作

す
。
直た

饒と

い
頂
門
に
眼
を
具
し
、
肘
下
に
符
有
る
明
眼
の
衲
僧
、
天
下
を
点
破
す
る
衲
僧
な
る
と
も
、
這こ

裏こ

に
到
り
て
は
也
た
軽お
ろ

忽そ
か

に
す

る
こ
と
莫
か
れ
。
須
是
ら
く
子
細
に
し
て
始
め
て
得よ

し
。

﹇
日
訳
﹈

　

頌
、「
日
面
仏
、
月
面
仏
。
三
皇
五
帝
、
な
に
す
る
も
の
ぞ
。」
神
宗
皇
帝
が
帝
位
に
あ
ら
れ
た
時
、
こ
の
一
首
の
た
め
に
『
雪
竇
語
録
』

の
入
蔵
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
雪
竇
は
ま
ず
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
頌
し
、
こ
れ
で
本
則
へ
の
批
評
は
尽
き
て
い
る
と
い
う
の
に
、
そ

の
う
え
に
「
三
皇
五
帝
、
な
に
す
る
も
の
ぞ
」
と
言
う
。
さ
て
、
い
か
な
る
心
か
。
さ
き
ほ
ど
説
き
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
、

そ
の
す
ぐ
下
に
註
釈
を
つ
け
る
と
は
。
だ
か
ら
言
う
の
だ
、「
釣
り
針
を
海
に
垂
ら
す
の
は
、
大
物
を
釣
る
た
め
。
常
識
を
越
え
た
議
論
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は
良
き
友
を
求
め
る
た
め
」
と
。
頌
は
こ
の
一
句
で
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
で
雪
竇
は
、
日
ご
ろ
専
一
に
参
禅
し
た
経
験
を
述
べ
て
い
る
。「
二
十
年
の
間
、
苦
心
惨
憺
し
、
君
の
為
に
ど
れ
ほ
ど
蒼
龍
の

巣
窟
に
も
ぐ
っ
た
こ
と
か
。」
ど
う
だ
ろ
う
、
ま
さ
に
蒼
龍
の
巣
窟
に
入
っ
て
宝
珠
を
探
し
求
め
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
が
、

後
に
無
明
を
打
破
し
て
み
る
と
、
何
の
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
か
と
思
い
き
や
、
な
ん
と
、「
三
皇
五
帝
、
な
に
す
る
も
の
ぞ
」
の
一

句
で
十
分
だ
っ
た
の
だ
。
さ
て
、
雪
竇
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
自
己
の
本
分
事
に
立
ち
返
っ
て
参
究
し
て
、
は
じ
め
て
そ
の
勘
ど
こ

ろ
が
分
か
る
と
い
う
も
の
だ
。（
興
陽
清
剖
侍
者
の
問
答
、
三
皇
五
帝
の
因
縁
を
引
用
し
終
わ
っ
て
か
ら
、
圜
悟
が
云
く
、）
人
々
は
だ
い

た
い
雪
竇
の
真
意
が
分
か
ら
ず
、「
こ
の
頌
は
国
を
諷
刺
し
て
い
る
」
と
ば
か
り
言
う
。
こ
ん
な
も
の
は
俗
情
の
見
か
た
で
し
か
な
い
。

こ
の
句
は
禅
月
貫
休
の
「
公
子
行
」
と
い
う
詩
に
よ
る
も
の
だ
。「
派
手
な
錦
衣
を
身
に
ま
と
い
、
手
に
は
鶻
は
や
ぶ
ささ
さ
げ
つ
つ
、
そ
ぞ
ろ
歩

き
す
る
さ
ま
は
、
軽
薄
な
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。
野
良
の
苦
労
は
つ
ゆ
知
ら
ず
、
三
皇
五
帝
は
何
も
の
か
。」

　

つ
づ
け
て
雪
竇
は
言
う
。「
く
や
し
い
。
言
葉
に
な
ら
ぬ
。
ま
な
こ
の
あ
る
禅
者
よ
、
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。」
多
く
の
者
が
、

「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
の
裏
に
あ
る
「
真
意
」
に
拘
泥
し
て
お
る
。
頭
上
に
智
慧
の
眼
を
具
え
、
袖
の
中
に
お
札ふ
だ

を
し
の
ば
せ
る
よ
う
な

禅
僧
、
天
下
を
見
通
す
よ
う
な
禅
僧
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
で
油
断
し
て
は
な
ら
ん
。
必
ず
や
綿
密
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ
。

﹇
註
釈
﹈

○
神
宗
在
位
時
，
因
此
一
頌
，
所
以
不
入
蔵
＝
「
神
宗
」
は
北
宋
の
第
六
代
皇
帝
、
趙
頊き
ょ
く。
在
位
一
〇
六
七
―
一
〇
八
五
。『
不
二
鈔
』

に
は
慧
林
宗
本
（
一
〇
二
二
―
一
〇
九
九
、
法
系
は
雪
竇
重
顕
―
天
衣
義
懐
―
宗
本
）
が
神
宗
に
『
雪
竇
語
録
』
の
入
蔵
を
請
う
た
が
、「
五

帝
三
皇
是
何
物
」
の
一
句
が
あ
っ
た
た
め
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
基
づ
く
と
こ
ろ
は
未
詳
。



『
一
夜
碧
巌
』
第
三
則
訳
注

― 51 ―

○
適
来
説
了
，
也
直
下
注
它
＝
こ
の
公
案
の
勘
所
は
、
さ
き
ほ
ど
の
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
の
一
句
で
言
い
尽
く
し
て
い
る
の
に
、
そ
の

す
ぐ
下
に
「
五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
」
と
い
う
注
を
付
け
て
い
る
。

○
垂
鉤
四
海
只
釣
鯤
鯨
，
格
外
高
談
為
尋
知
識
＝
「
知
識
」
は
友
人
。
四
海
に
針
を
垂
ら
す
の
は
大
魚
を
釣
ろ
う
と
し
て
の
こ
と
、
常
識

を
超
え
た
議
論
を
す
る
の
は
己
の
理
解
者
を
求
め
て
の
こ
と
だ
。
雪
竇
の
「
五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
」
の
一
句
は
優
れ
た
人
物
に
し
か
理

解
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
。『
圜
悟
心
要
』
巻
下
「
示
禅
人
」、「
是
の
故
に
、
従
上
の
人
の
一
機
を
立
て
一
言
を
垂
る
る
は
、
之
を
『
鉤

を
四
海
に
垂
る
る
は
只
だ
獰
龍
を
釣
る
』
と
謂
う
。
箇こ

裏こ

に
到
り
て
は
如あ
れ
や
こ
れ
や

之
若
何
を
論
ぜ
ず
。
箭
鋒
相
い
拄さ
さ

え
、
一
撃
し
て
便
ち
過
ぐ
る

こ
と
を
要
す
。」（
Ｚ
一
二
〇
・
七
七
三
頁
下
―
七
七
四
頁
上
）。
こ
の
一
句
は
一
般
に
梁
山
縁
観
（
生
没
年
不
詳
、
同
安
観
志
嗣
）
の
語

と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
確
認
で
き
る
資
料
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
四
・
縁
観
章
で
あ
る
。
い
わ
く
、「
上
堂
、『
鉤

を
四
海
に
垂
る
る
は
、
祇
だ
獰
龍
を
釣
る
。
格
外
の
玄
機
は
、
知
己
を
尋
ね
ん
が
為
な
り
。』」（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
、
八
六
四
頁
）。

こ
の
ほ
か
、
同
様
の
言
葉
が
承
天
智
嵩
（
生
没
年
不
詳
、
首
山
省
念
嗣
）
の
語
録
に
も
見
ら
れ
（『
古
尊
宿
語
要
』
巻
二
「
幷
州
承
天
嵩

禅
師
語
」、『
禅
学
叢
書
』
之
一
、
九
七
頁
下
）、
ま
た
『
碧
巌
録
』
第
三
八
則
・
本
則
評
唱
（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
六
九
頁
）
で
は
雲
門

文
偃
の
語
と
も
さ
れ
、
疑
問
が
残
る
。「
鯤
」
と
「
鯨
」
は
と
も
に
大
魚
。
梁
山
縁
観
等
の
言
葉
で
は
「
獰
龍
」
と
さ
れ
る
が
、
本
文
は

雲
門
の
語
の
影
響
を
受
け
た
か
。『
雲
門
広
録
』
巻
上
、「
上
堂
、
云
く
、『
解よ

く
問
話
す
る
者
有
ら
ば
、
一
問
を
置
き
将
ち
来
れ
。』
僧
出

で
て
礼
拝
し
て
云
く
、『
請
う
師
、
鑑
せ
よ
。』
師
云
く
、『
釣

つ
り
ば
りを

拋
な
げ
うち
て
鯤
鯨
を
釣
ら
ん
と
す
る
に
、
箇
の
蝦が

蟇ま

を
釣
得
す
。』」（
Ｔ
四
七
・

五
五
一
中
）。

○
後
来
打
破
漆
桶
，
将
謂
有
什
广
奇
特
，
元
来
只
消
个
「
五
帝
三
皇
是
何
物
」
＝
「
将
謂
」
は
、（
事
実
に
反
し
て
）
思
い
込
む
。「
消
」

は
「
必
要
と
す
る
」。「
只
消
」
で
「
〜
し
か
必
要
な
い
」
の
意
。
馬
祖
の
「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
、
な
に
か
特
別
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す
ば
ら
し
い
真
意
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
無
明
を
打
ち
破
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
「
五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
」
の
一
句
で
十

分
だ
っ
た
の
だ
。「
漆
桶
」
は
真
っ
黒
な
う
る
し
桶
、
無
明
を
喩
え
る
。『
圜
悟
語
録
』
巻
一
三
、「
一
日
、
忽た
ち
まち
官
員
有
り
て
問
道
す
る

次つ
い

で
、
先
師
云
く
、『
官
人
、
爾な
ん
じ小
艶
詩
に
道
う
を
見
ず
や
、
頻し
き

り
に
小
玉
と
呼
ぶ
も
元も

と
事
無
し
、
只
だ
檀
郎
の
声
を
認
得
せ
ん
こ
と

を
要
す
、
と
。』
官
人
却
っ
て
未
だ
暁さ
と

ら
ざ
る
に
、
老
僧
聴
得
し
て
忽た
ち

然ま

ち
に
漆
桶
を
打
破
す
。」（
Ｔ
四
七
・
七
七
五
中
）。

○
須
是
自
家
退
歩
看
，
方
始
見
得
它
落
処
＝
「
自
家
」、「
家
」
は
意
味
の
な
い
名
詞
接
尾
辞
で
、
二
字
で
「
自
ら
」
の
意
。「
退
歩
し
て

看
る
」
と
は
、
自
己
本
分
の
心
に
お
い
て
参
究
す
る
こ
と
。
文
字
面
に
拘
泥
し
て
い
て
も
雪
竇
の
意
図
は
わ
か
ら
な
い
。
自
ら
の
心
の
上

で
修
行
し
て
こ
そ
勘
所
が
分
か
る
。『
圜
悟
語
録
』
巻
八
、「
諸
人
と
山
僧
と
、
各お
の

各お
の

一
段
の
大
事
有
り
て
、
今
古
に
輝
騰
し
、
迥は
る

か
に
知

見
を
絶
し
、
…
…
若
し
能
く
退
步
し
て
己
に
就
き
、
情
塵
意
想
・
記
持
分
別
・
露
布
言
詮
・
聞
見
覚
知
・
是
非
得
失
を
脱
却
し
、
直
下
に

豁
然
た
ら
ば
、
瞥
地
に
便
ち
古
仏
と
同
じ
。」（
Ｔ
四
七
・
七
五
〇
上
）。
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
附
『
大
慧
法
語
』「
示
了
然
居
士
」、「
今

の
学
者
、
退
步
し
て
自
己
脚
根
下
に
向お

い
て
提
撕
す
る
を
肯が
え

ん
ぜ
ず
、
多
く
是
れ
師
家
の
口
頭
に
就
き
て
取
辦
し
、
将お

謂も

え
ら
く
、
以
て

口
伝
心
授
す
べ
し
と
。」（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
、
三
二
二
頁
上)

。

○
引
興
陽
問
答
三
皇
五
帝
因
縁
了
＝
「
引
〜
了
」
は
編
者
の
視
点
に
よ
る
ト
書
き
。
張
本
に
は
そ
の
内
容
を
全
て
引
用
す
る
。
以
下
に
張

本
本
文
と
、
そ
の
解
釈
を
示
す
。
張
本
『
碧
巌
録
』
第
三
則
・
頌
評
唱
、「
豈
に
見
ず
や
、
興
陽
の
剖
侍
者
、
遠
録
公
の
問
う
に
答
う
。『
娑

竭
、
海
を
出
で
て
乾
坤
震
う
、
覿
面
に
相
い
呈
す
る
事
、
若い

か
ん何
。』
剖
云
く
、『
金
翅
鳥
王
、
宇
宙
に
当
た
る
、
箇こ

中こ

、
誰
か
是
れ
出
頭
す

る
人
』
遠
云
く
、『
忽も

し
出
頭
す
る
に
遇
わ
ば
、
又
た
作い

麼か

生ん

。』
剖
云
く
、『
鶻
は
や
ぶ
さ、
鳩
を
捉
う
る
に
似
た
る
も
君
信
ぜ
ず
。
髑
髏
の
前
に

験た
め

し
て
始
め
て
真
を
知
る
。』
遠
云
く
、『
恁
か
く
の

麼ご
と

く
ん
ば
、
則
ち
節
を
屈
し
て
胸
に
当
て
、
退
身
す
る
こ
と
三
歩
せ
ん
。』
剖
云
く
、『
須
弥

座
下
の
烏う

亀き

子す

、
重
ね
て
点
額
に
遭
う
を
待
ち
て
回か
え

る
莫
か
れ
。』
所
以
に
『
三
皇
五
帝
亦
た
是
れ
何
物
ぞ
』
と
い
う
な
り
。」（
Ｔ
四
八
・
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一
四
三
上
）。「
興
陽
剖
侍
者
」
は
興
陽
清
剖
、
大
陽
警
玄
の
法
嗣
、『
天
聖
広
灯
録
』
巻
二
五
等
に
立
伝
す
る
。「
遠
録
公
」
は
浮
山
法
遠

（
九
九
一
―
一
〇
六
七
）、
葉
県
帰
省
の
法
嗣
。『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
四
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
七
等
に
立
伝
す
る
。
吏
事
に
通
じ
た

た
め
、「
録
公
」
と
称
さ
れ
る
。「
娑
竭
」
は
、
娑
竭
羅
龍
王
。「
金
翅
鳥
」
は
迦
楼
羅
と
も
い
わ
れ
る
伝
説
上
の
大
鳥
で
、
常
に
龍
を
捕

え
て
食
す
と
さ
れ
る
。「
屈
節
」
は
、
一
般
に
は
節
義
を
ま
げ
る
こ
と
。『
不
二
鈔
』
は
「
節
」
を
手
指
の
節
と
し
、「
叉
手
」
の
意
と
と

る
（
四
二
頁
下
）。『
宏
智
録
』『
聯
灯
会
要
』
等
に
は
「
屈
節
」
を
「
叉
手
」
に
つ
く
る
。「
点
額
に
遭
い
て
回か
え

る
」
と
は
、
龍
門
を
超
え

よ
う
と
し
た
魚
が
、
額
を
ぶ
つ
け
て
引
き
返
す
こ
と
。「
須
弥
座
」
は
須
弥
山
に
か
た
ど
り
、
仏
像
を
安
置
す
る
壇
。
こ
こ
で
は
自
ら
の

法
座
を
喩
え
る
。
法
遠
問
う
、「
龍
王
が
一
た
び
海
か
ら
出
れ
ば
、
世
界
は
震
撼
い
た
し
ま
す
。
目
の
当
た
り
に
あ
り
あ
り
と
示
さ
れ
て

い
る
真
理
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
（
私
が
い
ま
現
に
、
こ
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
真
実
の
在
り
方
を
、
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ

ま
す
か
）。」
剖
侍
者
答
え
る
、「
金
翅
鳥
の
王
が
こ
こ
に
い
る
と
い
う
の
に
、
い
っ
た
い
ど
の
龍
王
が
顔
を
出
そ
う
と
言
う
の
か
（
こ
の

私
の
前
で
分
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
愚
か
者
は
ど
い
つ
だ
）。」「
も
し
本
当
に
顔
を
出
す
者
が
い
た
ら
、
い
か
が
な
さ
れ
ま
す
（
な
ら
ば
、

現
に
真
実
を
示
し
て
い
る
私
に
、
い
か
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
）。」「
ハ
ヤ
ブ
サ
は
と
っ
く
に
ハ
ト
を
つ
か
ま
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
に
、

ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。
髑
髏
を
目
の
前
に
し
て
検
分
し
な
け
れ
ば
、
自
分
が
死
ん
だ
こ
と
も
分
か
る
ま
い
（
お
ま
え
は
す
で
に
間
違
っ

て
い
る
と
い
う
の
に
、自
分
で
す
ら
気
が
付
い
て
い
な
い
）。」「
さ
よ
う
で
あ
れ
ば
、お
と
な
し
く
身
を
引
く
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。」「
わ

が
法
座
の
下
に
い
る
の
ろ
ま
な
カ
メ
よ
、
二
度
失
敗
し
て
か
ら
や
っ
と
引
き
返
す
よ
う
な
こ
と
を
す
る
で
な
い
。」
こ
の
故
事
に
よ
っ
て

上
文
に
「
須す

べ
か是
ら
く
自み
ず
か家
ら
退
歩
し
て
看
」
る
べ
し
と
す
る
の
を
説
明
す
る
。
あ
れ
や
こ
れ
や
言
葉
を
重
ね
る
の
は
無
用
で
あ
る
。
す
べ

て
は
自
己
の
本
分
に
も
と
づ
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
雪
竇
は
「
三
皇
五
帝
も
物
の
数
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
の
だ
。

こ
の
剖
侍
者
の
問
答
は
他
に
『
天
聖
広
灯
録
』
巻
二
五
、『
宏
智
録
』
巻
二
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
八
、『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
二
な
ど
に
も
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録
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
字
に
違
い
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
問
答
の
相
手
を
法
遠
と
す
る
の
は
『
碧
巌
録
』
だ
け
で
あ
る
。

○
此
乃
禅
月
題
《
公
子
行
》
詩
…
…
＝
晩
唐
の
詩
僧
、
貫
休
（
八
三
二
―
九
一
二
）
の
詩
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
三
・「
波
波
稜
稜
」
の
条
、「
雪

竇
の
禅
録
、
凡
そ
語
句
を
作
す
は
、
未
だ
嘗
て
妄
り
に
発
せ
ず
、
必
ず
依
拠
有
り
。
…
…
又
た
『
五
帝
三
皇
是
れ
何
物
ぞ
』、『
誰
か
道
う
、

黄
金
は
糞
土
の
如
し
と
』、『
白
月
宮
中
の
天
馬
駒
』
の
如
き
は
、
皆
な
禅
月
歌
詩
中
の
語
な
り
。」（
Ｚ
一
一
三
・
七
九
頁
上
―
下
）。
貫

休
は
、
字
徳
隠
、
婺
州
蘭
渓
の
人
、
俗
姓
は
姜
氏
。
五
代
十
国
前
蜀
の
高
祖
王
建
よ
り
「
禅
月
大
師
」
の
号
を
賜
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻

三
〇
、『
唐
才
子
伝
』
巻
一
〇
等
に
伝
あ
り
。
こ
の
詩
は
、
貫
休
の
詩
集
『
禅
月
集
』
巻
一
で
「
少
年
行
」
と
し
、
宋
張
唐
英
『
蜀
檮
杌
』

巻
上
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
五
等
で
は
「
公
子
行
」
と
す
る
。
以
上
の
文
献
で
「
仙
花
」
は
み
な
「
鮮
華
」
に
つ
く
る
。『
蜀
檮
杌
』
巻
上

の
記
事
か
ら
は
、
こ
の
詩
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
く
、「（
前
蜀
永
平
二
年
（
九
一
二
）
二
月
朔
、
龍
華
禅
院
に
游
ぶ
。
僧

貫
休
を
召め

し
て
命
じ
て
坐
せ
し
め
、
茶
薬
綵
段
を
賜
い
、
仍な

お
近
詩
を
口
誦
せ
し
む
。
時
に
諸
王
貴
戚
皆み

な
坐
を
賜
う
。
貫
休
、
之
を
諷

せ
ん
と
欲
し
、
因
っ
て
「
公
子
行
」
を
誦
し
て
曰
く
、『
錦
衣
鮮は
な

華や
か

に
し
て
手
に
鶻
は
や
ぶ
さを
擎さ
さ

げ
、
閒
行
す
る
気
貌
に
軽
忽
多
し
。
稼
穡
の
艱

難
総す
べ

て
知
ら
ず
、
五
帝
三
王
は
是
れ
何な

物ん

ぞ
。』（
王
）
建
称
善
す
。
貴
倖
皆
な
之
を
怨
む
。」（
傅
璇
琮
・
徐
海
栄
・
徐
吉
軍
主
編
『
五
代

史
書
彙
編
』、
杭
州
出
版
社
、
二
〇
〇
四
、
六
〇
七
五
―
六
〇
六
七
頁
。
傅
璇
琮
主
編
『
唐
才
子
伝
校
箋
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
―
一

九
九
五
、
第
四
冊
四
三
七
頁
参
照
）。
詩
の
大
意
は
、「
貴
族
の
師
弟
が
華
や
か
な
衣
服
を
ま
と
い
、
手
に
愛
玩
用
の
ハ
ヤ
ブ
サ
を
掲
げ
、

そ
ぞ
ろ
歩
き
す
る
様
子
は
た
い
へ
ん
に
軽
薄
で
あ
る
。
農
耕
の
苦
労
な
ど
全
く
知
ら
ず
、
三
皇
五
帝
が
何
者
で
あ
る
か
も
知
ら
な
い
」。

貫
休
原
詩
の
最
後
の
一
句
は
「
基
礎
教
養
と
し
て
の
三
皇
五
帝
も
知
ら
な
い
ほ
ど
に
無
知
で
あ
る
」
の
意
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、

雪
竇
頌
古
お
よ
び
『
碧
巌
録
』
で
は
、「
三
皇
五
帝
も
眼
中
に
置
か
な
い
」
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。

○
多
少
人
向
蒼
龍
窟
作
活
計
＝
「
多
少
」
は
「
お
お
く
の
」。「
作
活
計
」
は
、
生
計
を
立
て
る
、
暮
ら
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
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る
、
そ
こ
に
労
力
を
費
や
す
の
意
。
多
く
の
人
は
、「
日
面
仏
、
月
面
仏
」
と
い
う
言
葉
の
裏
に
な
に
か
隠
さ
れ
た
真
意
が
あ
る
だ
ろ
う

と
考
え
、
そ
れ
を
捜
し
だ
そ
う
と
ば
か
り
し
て
い
る
。『
一
夜
碧
巌
』
第
八
則
・
本
則
評
唱
、「（
本
則
翠
巌
眉
毛
の
話
に
つ
い
て
）
如
今

の
人
、
問
著
せ
ば
、
便
ち
句
中
に
向お

い
て
咬
嚼
し
、
眉
毛
上
に
活
計
を
作
す
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
四
〇
頁
）。『
一
夜
碧
巌
』
第
一
八
則
・

頌
評
唱
、「（
本
則
忠
国
師
無
縫
塔
の
話
に
つ
い
て
）
多
少
の
人
、
国
師
良
久
の
処
に
去ゆ

き
て
活
計
を
作
す
。
若
し
恁
か
く
の

麼ご
と

く
ん
ば
、
一
時
に

錯
り
了
れ
り
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
八
七
頁
）。

○
直
饒
頂
門
具
眼
，
肘
下
有
符
明
眼
衲
僧
，
点
破
天
下
衲
僧
，
到
這
裏
也
莫
軽
忽
＝
張
本
に
「
直
饒
是
頂
門
具
眼
、
肘
後
有
符
明
眼
衲
僧
、

照
破
四
天
下
」
と
す
る
。「
頂
門
の
眼
」
は
摩ま

醯け

首し
ゅ

羅ら

天
（
大
自
在
天
、M

ahe śvara

）
の
額
に
あ
る
第
三
の
眼
。
一
切
を
看
破
す
る
眼

力
を
喩
え
る
。「
肘
下
（
後
）
の
符
」
と
は
、
ひ
じ
の
後
ろ
に
付
け
た
符
。
袖
の
中
に
肌
身
離
さ
ず
隠
し
持
つ
お
札
。「
点
破
天
下
」
は
珍

し
い
表
現
、
こ
こ
で
は
張
本
の
「
照
破
」
と
同
様
の
意
味
と
と
る
。
智
慧
の
目
に
よ
っ
て
天
下
を
見
通
す
こ
と
。
た
と
え
神
通
力
を
備
え
、

霊
験
あ
る
符
を
持
ち
、
天
下
を
見
通
す
眼
力
を
具
え
た
よ
う
な
優
れ
た
禅
僧
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
油
断
し
て
は
な
ら
な
い
。

『
一
夜
碧
巌
』
第
二
六
則
・
本
則
評
唱
、「
頼
さ
い
わ
いに
百
丈
の
頂
門
に
眼
を
具
し
、
肘
下
に
符
有
り
、
四
天
下
を
照
破
し
、
深
く
来
風
を
辨
ず
る

に
値
う
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
二
四
頁
）。
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
三
「
方
敷
文
請
普
説
」、「
其
れ
或
い
は
未
だ
然
ら
ざ
れ
ば
、
更

に
一
頌
を
聴
け
。
頂
門
竪た
て

に
亜
す
摩
醯
の
眼
、
肘
後
斜
め
に
懸
く
奪
命
の
符
。
鉄
囲
を
一
撃
し
て
百
雑
砕
に
す
る
も
、
箇
中
全
く
工
夫
を

費
や
さ
ず
。」（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
、
二
三
九
頁
下
）。
ま
た
以
下
の
杜
甫
の
詩
か
ら
は
、「
肘
後
の
符
」
に
「
道
士
の
持
ち
物
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
杜
甫
「
寄
張
十
二
山
人
彪
三
十
韻
」
詩
、「
肘
後
の
符
応
験
し
、
囊
中
の
薬
未

だ
陳
べ
ず
。」（
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』、
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
、
一
六
六
七
頁
）。
以
下
『
太
平
広
記
』
の
二
例
に
は
、

道
者
が
「
肘
後
」
に
珍
貴
な
丹
薬
を
し
の
ば
せ
る
と
い
う
物
語
の
定
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
太
平
広
記
』
巻
五
七
・
太
真
夫
人
、「
夫
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人
、
肘
後
の
筒
中
に
於
い
て
薬
一
丸
を
出
だ
す
に
、
大
な
る
こ
と
小
豆
の
如
し
。
即
ち
之
を
服
せ
し
む
。」（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
、
三

五
〇
頁
）。
同
巻
四
〇
〇
・
成
弼
、「
更
に
還
丹
を
求
む
る
に
、
道
者
与
え
ず
…
…
（
成
）
弼
滋
ま
す
ま
す怒
り
て
、
則
ち
其
の
頭
を
斬
る
。
衣
を

解
く
に
及
び
て
、
肘
後
に
赤
囊
有
り
、
之
を
開
か
ば
則
ち
丹
な
り
。」（
三
二
一
五
頁
）。
ま
た
、
晋
の
葛
洪
に
簡
便
な
救
急
医
療
書
と
し

て
『
肘
後
要
急
方
』
四
巻
の
著
が
あ
る
（『
晋
書
』
巻
七
二
・
葛
洪
伝
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
、
一
九
一
三
頁
）。「
照
破
四
天
下
」
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
二
例
を
参
照
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
八
・
浮
盃
和
尚
章
、「
婆
、
趙
州
の
此
の
語
を
聞
き
て
、
合
掌
し
て
歎
じ
て
云
く
、

『
趙
州
は
、
眼
、
光
明
を
放
ち
、
四
天
下
を
照
破
す
。』」（
禅
文
研
本
、
一
三
〇
頁
上
。
入
矢
監
修
『
景
徳
伝
灯
録
』
三
、
二
二
二
―
二
二

三
頁
参
照
）。『
一
夜
碧
巌
』
第
八
八
則
・
示
衆
、「
頂
門
に
光
を
放
ち
、
四
天
下
を
照
破
す
る
は
、
是
れ
衲
僧
の
金
剛
眼
睛
。」（
大
拙
校

訂
本
、
下
一
一
六
頁
）。

後
記

　

本
稿
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
「
中
国
禅
語
録
の
研
究
」
研
究
班
で
の
会
読
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
則
は
当
初
、

研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
石
野
幹
昌
氏
が
資
料
作
成
を
担
当
し
会
読
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
土
屋
が
会
読
資
料
を
基
に
草
稿
を
作
成
し
、

研
究
会
で
の
討
議
を
経
て
、
最
終
稿
を
ま
と
め
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
た
め
、
文
責
は
土
屋
に
帰
す
も
の
と
す
る
。
訳
注
稿
の
発
表
に

あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
研
究
班
班
長
で
あ
る
東
洋
文
化
研
究
所
馬
場
紀
寿
准
教
授
に
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
原
稿
の
作

成
に
あ
た
り
、
駒
澤
大
学
小
川
隆
教
授
に
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
内
容
の
多
く
を
研
究
会
で
の
討
論
に
負
っ
て
い
る
。

参
加
者
各
位
に
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
ま
す
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２

５

７

７

０

０

１

６

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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